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平成２８年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ８ 回 会 議 会 議 録 （ 第 2 5号 ）  

招 集 年 月 日 平成２９年３月７日  

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 平成29年3月13日  午前10時00分 議 長 山 口 和 幸 

散 会 平成29年3月13日   午後 3時47分 議 長 山 口 和 幸 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 

出 席 １６名 

欠 席  ０名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

 １ 市 岡 貴 純 ○ ９ 永 井 英 治 ○ 

 ２ 難 波 文 美 ○ １０ 皆 越 てる子 ○ 

 ３ 加賀山 瑞津子 ○ １１ 小見田  和行 ○ 

 ４ 橋 本   誠 ○ １２ 奥 田 公 人 ○ 

 ５ 久 保 尚 人 ○ １３ 久保田  久男 ○ 

 ６ 小 出 高 明 ○ １４ 溝 口 峰 男 ○ 

 ７ 森 岡   勉 ○ １５ 徳 永 正 道 ○ 

 ８ 豊 永 喜 一 ○ １６ 山 口 和 幸 ○ 

議事録署名議員 １番 市 岡 貴 純   ２番 難 波 文 美 

出席した議会書記 事務局長  片 山  守    事務局書記  林  敬 一 

地方自治法第１２１ 

条により説明のた 

め出席した者の職 

氏名 

 出席  ○ 

 欠席  × 

  

職 名 氏     名 
出欠等

の 別 
職 名 氏     名 

出欠等

の 別 

町 長 愛 甲 一 典 ○ 
商工観光 

課長補佐 
出 田  茂 ○ 

副 町 長 小 松 英 一 ○ 
商工観光 

課 主 幹 
中 神 啓 介 ○ 

農業振興 

課 長 
甲 斐 真 也 ○ 

商工観光 

課 主 幹 
林 田 考 功 ○ 

農業振興 

課長補佐 
山 内  悟 ○ 

建設林業 

課 長 
坂 本 健 一 郎 ○ 

農業振興 

課 主 幹 
山 本 祐 二 ○ 

建設林業 

課長補佐 
松 本 良 一 ○ 

農業振興 

課 主 幹 
沖 松 勝 彦 ○ 

建設林業 

課 主 幹 
酒 井 祐 次 ○ 

農業振興 

課 主 幹 
桑 原 雄 一 郎 ○ 

建設林業

課 主 幹 
荒 川 誠 一 ○ 

農 業 振 興 

課 参 事 
吉 武 哲 雄 ○ 

建設林業 

課 参 事 
大 門 輝 樹 ○ 

商工観光 

課 長 
北 口 俊 朗 ○ 

上下水道 

課 長 
深 水 光 伸 ○ 
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上下水道 

課長補佐 
船 津  宏 ○ 

上下水道 

課 参 事 
上 田 正 樹 ○ 

上下水道 

課 主 幹 
小 田  淳 ○ 

農業委員会

事務局長 
大 林 弘 幸 ○ 

上下水道 

課 主 幹 
税 木 亜 紀 ○ 

農業委員

会 主 幹 
樅 木 寿 礼 ○ 

議 事 日 程  別紙のとおり 

会議に付した事件  別紙のとおり 

 

 

議事日程（第２５号） 

日程第 １ 議案第５７号 平成２９年度あさぎり町一般会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２ 議案第６１号 平成２９年度あさぎり町上財産区特別会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３ 議案第６２号 平成２９年度あさぎり町水道事業特別会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４ 議案第６３号 平成２９年度あさぎり町下水道事業特別会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １ 議案第５７号 平成２９年度あさぎり町一般会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２ 議案第６１号 平成２９年度あさぎり町上財産区特別会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３ 議案第６２号 平成２９年度あさぎり町水道事業特別会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ４ 議案第６３号 平成２９年度あさぎり町下水道事業特別会計予算について 

（提案理由の説明及び質疑） 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席。 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は建設経済常任委員会所管課分について

の説明及び質疑を行います。 

日程第１ 議案第５７号 
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◎議長（山口 和幸君） 日程第１、議案第５７号、平成２９年度あさぎり町一般会計予算についてを一括議

題とし、担当課からの説明を求めます。農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  おはようございます。農業委員会所管課分の当初予算について説明

いたします。まず、歳入から説明いたします。１６ページをお願いいたします。１番下の段の目４、農林水

産手数料の節１、農業費手数料１万５,０００円につきましては、農家の耕作面積の証明、農家台帳の証明

等の発行を予定しております分に対する手数料です。次に２０ページをお願いいたします。下段のほうです。

目４、農林水産事業費県補助金の節３、農業委員会費補助金の３８４万１,０００円ですが、まず農業委員

会交付金２７４万４,０００円で、これは農業委員会等に関する法律第２条において、農業委員会の活動を

支援するものとして交付されるものです。その下の機構集積支援事業費１０９万７,０００円ですが、これ

については、担い手への農地集積・集約化を推進するため、農地の利用状況調査及び意向調査等に対する事

業に補助されるもので、毎年実施されております。節１、農業費補助金の上から５行目の耕作放棄地解消緊

急対策事業補助金１０万円につきましては、営農上や景観上配慮すべき耕作放棄地を、積極的に解消するた

めに補助するもので、補助の対象者としましては、農業者が農振農用地内の耕作放棄地を農地へ復元する方

への補助となっておりまして、自己の農地には反当たり２万円、それ以外の借入地等に関しましては、反当

たり３万円となっております。続きまして２４ページをお願いいたします。１番下の段の、目１、農林水産

費受託事業収入１４８万１,０００円ですが、これは独立行政法人農業者年金基金から、委託を受けて、農

業者年金の業務を行う市町村に対して交付されるものです。それから、その下の節２、農業公社受託事業収

入１１万円ですが、これは熊本県農業公社から委託を受けて行う業務に対して交付されるものです。２５ペ

ージをお願いいたします。１番下段になります。款２０、諸収入の節１雑入の１番下です。情報活動交付金

２万円で、これは全国農業新聞の普及活動に対して交付されるものです。次に歳出を説明いたします。６５

ページをお願いいたします。目１、農業委員会費、節１報酬の非常勤職員報酬１５０万２,０００円ですが、

これまでは臨時職員としての業務の遂行に当たっておりましたが、これまでの委員会独自で使用しておりま

す地図情報システムへの入力や、土地利用調査に関する資料作成、その結果の電算入力及び窓口での接客対

応等に加えまして、これから平成２７年度に導入されました全国農地ナビシステムのデータの入力が、常時

毎月必要となりまして、また農地中間管理事業による農地の集積業務のデータ入力等の作業の増加、それと

また、農業支援センターの業務を農業委員会で受けることとなったものにより、事務の増加が予想されるた

め、非常勤としての対応をするものです。その下の農業委員報酬７４３万１,０００円のうち、６８３万８,

０００円が委員２６名分の報酬で、残りの５９万３,０００円につきましては、農業振興課からの依頼分で、

平成３０年度の農業振興地域の農用地の見直しに伴う、対象農地等の調査が必要となりまして、それを２９

年度に行うために、それに対する農業委員への報酬分です。それから、給料手当等の職員の人件費に係る分

は省略させていただきますが、この中で、時間外勤務手当につきましては、農業委員会の時間外に行う、通

常の業務以外の分と女性ネットワーク協議会を、会長をあさぎり町が受けている関係で、夜間に会議が行わ

れます分の時間外手当を見ております。それから、４の共済費の、社会保険料２３万円につきましては、非

常勤職員に対するものです。節９旅費の費用弁償７７万６,０００円ですが、すいません。その前に、節７

賃金のマイクロバス運転手賃金５万４,０００円につきましては、各種農業委員の研修等における４、５日

分の運転手賃金です。その下の遊休農地確認調査賃金１６万円につきましては、耕作放棄地解消作業賃金で、

農地利用状況調査時に支払われるものです。節９旅費の費用弁償７７万６,０００円ですが、これは農業委

員の総会や各種研修等の費用弁償で、普通旅費の１８万９,０００円については、職員の各種会議や研修等

におけるものです。それから節１１需用費３３万４,０００円と、節１２役務費３万円については、経常経

費として計上しております。節１３委託料１７万８,０００円ですが、農地パトロール時に使用します、現
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地調査用のタブレット端末関係の保守管理料で、その下の節１４使用料及び賃借料の５２万９,０００につ

きましては、現地調査用のタブレット、パソコン一式及びソフト関係のリース料となっております。次に節

１９負担金補助及び交付金３５万７,０００円につきましては、郡市農業委員会協議会負担金３万７,０００

円、県の農業会議負担金２１万６,０００円、１番下の女性農業委員の会負担金４,０００円を計上しており

ます。３番目の耕作放棄地解消緊急対策事業補助金１０万円につきましては、歳入で説明しましたとおりで

ございます。最後に６６ページをお願いいたします。目２、農業者年金事務受託事業費、７８５万４,００

０円につきましては、歳入で説明しましたとおり、農業者年金基金からの受託事業としての、必要経費を計

上しております。以上、農業委員会関係の当初予算について説明を終わります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  おはようございます。農業振興課所管分の平成２９年度当初予算につきま

して説明をいたします。なお、平成２９年度の農業施設、農地整備関係の工事につきましては、別紙として

お手元に配付しておりますので、ご覧いただきますようにお願いいたします。それでは歳入から説明をいた

します。１４ページをお願いいたします。中ほどで、目１農林水産事業費分担金、節１農業費分担金、県営

緊急畑総整備事業受益者分担金ですけれども、現在４名の方から分納いただいておりますので、そのうちの

１０万円を計上しております。町営土地改良事業受益者分担金ですが、平成２６年度に実施しました暗渠排

水工事と、今年度実施する取水ポンプ取りかえや、土砂だめ工事などに係る受益者の分担金となっておりま

す。次に次ページの下の枠の中ほどですけれども、目４農林水産使用料、農業施設使用料です。当課で管理

しております、４つの施設の農業施設使用料の収入見込み額となっております。次は１６ページをお願いい

たします。最下段の目４農林水産手数料、節１農業費手数料で、農業振興地域証明手数料として、１０件分

の手数料を計上しているところです。次は１８ページをお願いいたします。上の枠の中ほどの目５災害復旧

費補助金の、農林水産施設災害復旧費補助金は、存目のため１,０００円を計上しております。下の枠の最

下段の目４農林水産事業費国庫委託金、目１農業費委託金、川辺川農業水利事業計画変更等同意徴収補助業

務委託金３８２万円につきましては、４月から始まります、同意徴集作業の補助業務と３条資格者の確認作

業に対する国からの業務委託費となります。次に、２０ページをお願いいたします。目４農林水産業費県補

助金、節２農業費補助金の農業制度資金利子補給費補助金、中山間地域等直接支払制度推進費補助金、中山

間地域等直接支払い交付金、新需給システム推進事業費補助金につきましては、例年どおり実績予定額で計

上しております。農業農村整備事業推進交付金２,０６０万円は、団体営農業農村整備事業で工事を予定し

ております、４カ所の工事分で、国県合わせて７０％分と、百太郎土地改良区が分水ゲート改修を上地区で

実施するため、県補助金分３０万円を含め計上したものです。次に、新たな項目の農業次世代人材投資事業

補助金は、これまで、青年就農給付金事業補助金として事務を行ってまいりましたが、新年度より、名称や

制度内容を見直されて取り組まれるものです。今回の３,６７５万円につきましては、個人１５名、夫婦９

組の補助金を計上しております。経営所得安定対策補助金３９０万円につきましては、歳出と同額となって

おります。次ページの多面的機能支払制度推進費補助金は、事務費分の補助金です。農地中間管理機構集積

協力金交付事業交付金は、経営転換協力金として１０アール当たり３万５,０００円が交付されますが、５

件分を見込み計上し、耕作者集積協力金につきましては、１０アール当たり１万円の２ヘクタール分の交付

金を見込んで計上したところです。多面的機能支払交付金の農地維持・資源向上・共同４,２４６万９,００

０円、資源向上・長寿命化７,６６９万３,０００円につきましては、国２分の１、県４分の１を合わせた４

分の３の額となっております。環境保全型農業直接支払推進費補助金は、事務費分となります。また、環境

保全型直接支払い交付金は、有機農業などに取り組む団体への交付金で、多面的制度と同様に４分の３の額
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となっております。２２ページをお願いいたします。上の枠の目２農林水産事業費県委託金、節１農業費委

託金の清願寺ダム管理委託金７０９万６,０００円は２分の１の県負担分となっております。国営事業継続

地区推進調査委託金は、川辺川利水事業の国営造成団地の実証圃の調査を行うためのものです。次に、２５

ページをお願いいたします。上段の受託事業収入で、節２農地中間管理機構受託事業収入３３万８,０００

円は、農地中間管理機構から事務を委託しておりますので、その歳入分となります。２６ページをお願いい

たします。町債の目２農林水産事業債、農業施設整備事業債は、清願寺ダム防災事業負担金２,８８０万円

と、特定農業用管水路特別対策事業負担金５００万円分に係る分で、充当率９０％で計上しているところで

す。以上で歳入の説明を終わります。次に歳出の説明となります。６６ページをお願いいたします。歳出に

つきましては、主なもの、新たなものについて、説明をさせていただきたいと思います。目３農業総務費か

らです。ここには職員の人件費や各種負担金を計上しているところです。次ページの節１９負担金補助及び

交付金は、おおむね例年どおりとなっております。目４農業振興費です。ここには需要費、委託料、各種補

助金等を計上しております。昨年度と比較しまして２,１９０万８,０００円の増額となっておりますが、こ

れは昨年末から進めております、薬草加工所の落成に伴う式典費用や、栗の里づくりを本年度も継続して取

り組む費用と、農業振興補助金の町単独分の機械施設等への補助金の増額、また、農業支援センター事業に

つきましては、昨年法人設立となったことによりまして、関係する予算につきましては、この項目により支

出することとしたものによるものです。節１３委託料につきましては、委託料は、栗の里づくり１,０４０

万円を計上し、農業支援センターへ業務を委託する経費となっております。節１８備品購入費の８６０万円

は、トラクターとアーム型草刈り機を導入し、農業支援センターが地域の草刈り作業や耕起作業を支援する

ものです。節１９負担金補助及び交付金の、あさぎり地域農業振興協議会負担金は、ＪＡと折半し活動を行

っているものです。制度資金利子補給費補助金は、実績額により計上しているところでございます。農業共

済掛金補助金、次ページに移りまして、有機農業推進補助金は町の単独事業となります。農業振興事業補助

金３,６７４万円ですが、今年度は３つの補助事業を組み立てております。１つが農業機械・農業施設の更

新整備に係る補助金３,０００万円ですが、国が実施する経営体支援事業などに、毎年経営体より申請をい

ただいておりますけれども、申請に係るポイントにより採択がなされない状況となっております。補助対象

とならない経営体に対し、町独自の要件を設け、導入を進め、合わせ法人化への働きかけを推進するために

増額をするものです。２つ目は、大豆生産規模拡大補助金として昨年度から実施しているもので、生産経費

の補てんを行う補助金として、大豆の種子代、ライスセンターの乾燥調整の半額分を支援するものです。予

算につきましては、町が目標としております、１００ヘクタール、反収１５０キロで算出をしたものとなっ

ております。３つ目は、新規事業となりますけれども、小物野菜等のハウス導入に係る支援事業で、小物野

菜の栽培を希望される農家の方で、規模を５アール未満と設定し、ハウスを導入される場合に、県事業の補

助率も考慮しながら、３分の１の補助を行うものです。次に、獣害対策事業補助金は町の単独事業として、

農家の方が実施する電気柵などの設置へ３分の１の補助で実施するものです。農業次世代人材投資事業補助

金につきましては、歳入でも説明しましたとおり、青年就農給付金経営開始型事業補助金として、新規就農

者へ交付をしてきたもので、３,６７５万円を計上しております。薬草栽培事業補助金３５万２,０００円に

つきましては、町内で組織するあさぎり薬草部会が導入します、刈ならし機４台に対する２分の１の補助と

なります。地域の話し合い推進補助金につきましては、今後の農政の核となる人農地プランの計画のため、

地区での話し合いを推進するための補助金で１２０万円を計上しております。農業支援センター運営負担金

７３０万円につきましては、センター職員３名分の人件費や事務費と、町内、営農組織の法人化へ向けた協

議を関係する方々に参加を賜り、進めていきたいと、予算を計上したところです。次に目５農業経営基盤強

化促進対策事業費です。総合農政協議会を年２回予定しておりまして、３６名分の経費と、人農地プランの
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検討委員会で年２回、７名分の予算を計上しております。また、節１９負担金補助及び交付金では、認定農

業者協議会補助金を６０万円計上しております。現在、協議会の会員は３３５名となっております。目６農

業後継者指導育成費です。学童農園の委託料、学童農園土地借上料は、農協青壮年部あさぎり支部で各小学

校区での学童農園関係の農作物の作付を行っていただいており、その委託料と土地借上料を計上しているも

のです。女性活動補助金につきましては、農業女性の会への補助金として、昨年と同額となっております。

構成員２６名で現在活動されております。目７農業生産総合対策事業につきましては、昨年度は事業に取り

組みましたが、今年度は要望がないため、事業説明会等の旅費を計上しております。次ページになります。

目８水田農業経営確立対策事業費です。転作の推進費となっております。その必要経費を計上しております

が、報酬としまして、水田営農推進協議会委員報酬１２４万４,０００円で、委員数が１０７名です。その

全体会を２回、転作確認の現地調査１回の経費を計上したところです。節１９負担金補助及び交付金で、地

域農業再生協議会補助金３９０万円を計上しておりますが、県補助金を経営所得安定対策推進事業補助金と

して受け入れ、同額を推進費補助金として支出するものです。収入減少影響緩和対策利子補給補助金につき

ましては、米・麦・大豆の当年度の販売収入額が過去５年間の平均収入を下回った際に、その差額の９割を

補てんする制度で、農業者の拠出が必要となりますが、集落営農生産組合の場合は、加入されている方の全

員加入が条件となるため、２５組織の拠出金をＪＡから、資金を借り入れて支出し、その利子分について利

子補給するものです。目９農業施設管理費につきましては、農業振興課で管理している、町内の農業施設・

農業公園等の管理経費を計上しております。今年度は、主に修繕料、備品購入費が減額となり、５１８万２,

０００円の減額となっております。また、節１３委託料で、ふれあい物産館指定管理委託料と、次ページに

あります、岡原農産物処理加工施設指定管理委託料につきましては、契約額で計上しているものです。前に

戻っていただきまして、天子の水公園管理委託料は、天子の水公園管理組合へ委託しているものです。７０

ページをお願いいたします。植木伐採委託料につきましては、上畜産センターの係留場周辺の立木を伐採す

るものです。ふれあい物産館、冷蔵庫等保守点検業務委託料につきましては、プレハブ冷蔵庫の保守点検業

務を委託するものです。節１８備品購入費ですが、有機センターのフォークリフトの老朽化による更新と、

もみじ館、農村女性の家、定住センターにＡＥＤが設置されておりますが、耐用年数の経過により、更新を

するものです。目１０畜産事業費になります。事業費につきましては、前年度とほとんど変わりはありませ

んが、主なものとして、節８報償費のうち、品評会報償費１４２万５,０００円ですが、これは畜産農家が

年６回競り市前に、町の畜産センターで行う品評会や、郡や県、九州の品評会が開催されますので、その出

品に際する支援を行っているものです。節１９負担金補助及び交付金、畜産振興事業補助金１,１６９万８,

０００円につきましては、前年度と同様の計画としております。目１１農地中間管理事業費につきましては、

地域の話し合いに職員が出席いたしますので、その時間外手当と県での協議のための旅費を計上し、財源を

農地中間管理機構から委託金を充てております。節１９負担金補助及び交付金の経営転換協力金につきまし

ては、農地中間管理機構を通じて、すべての農地を貸し付ける貸し手に対して、面積に応じた交付金が交付

されますが、１０アール当たり３万５,０００円の交付単価で、５件の交付を見込み、耕作者集積協力金に

つきましては、１０アール当たり１万円の交付単価で、２へクタールを見込んだ１９２万５,０００円を計

上しているものです。次ページの、目１２農業振興地域整備促進事業につきましては、農業振興地域促進委

員協議会を開催し、農用地関係の保全を行っており、通常であれば、年２回の会議を計画しているところで

すが、平成２９年度は、５年に１度となる全体見直しを実施するため、協議会開催を４回と、図面作成や、

現地確認事務の時間外手当を計上したことにより、２１万４,０００円の増額となったものです。目１３中

山間地域等直接支払制度事業費につきましては、あさぎり町内４０集落で中山間地域直接支払い制度に取り

組まれております。その推進協議会の委員の報酬と、交付金の予算を計上しています。節１９負担金補助及
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び交付金は、中山間地域等直接支払交付金を交付対象農用地により９４６０万円計上しております。続きま

して、目１４多面的機能支払制度事業費です。予算につきましては、推進補助金を使った推進費と、交付金

になります。節１９負担金補助及び交付金には、多面的機能支払い交付金の農地維持・資源向上・共同交付

金５,６６２万６,０００円及び資源向上の長寿命化交付金１億２２５万９,０００円を計上しております。

この制度につきましては、町を一本化し、広域協定運営委員会により、事業を進めており、農業支援センタ

ーに事務を受託しているところでございます。７２ページをお願いいたします。目１５環境保全型農業直接

支払い制度事業費につきましては、前年度から取り組みを始めた事業となります。取り組みが見込まれる３

０戸の農家で、５０ヘクタール分について、節１９負担金補助及び交付金に２８６万８,０００円を計上し

ております。先に説明しました、中山間制度、多面的制度と、この環境保全型制度の３つの事業を日本型直

接支払い制度というもので、国２分の１、県４分の１の補助金を町に受け入れ、町の４分の１を含め、組織

へ交付するもので、農業の多面的機能と農村地域を支える政策として法制化がなされたものです。次に、目

１６農地費につきましては、農業用用水路や排水路、農道等の維持管理や、地元から要望がありました、改

修工事を行うために予算を計上しているものです。測量設計委託料４４０万円と、工事請負費２,８６０万

円につきましては、団体営農業農村整備事業として、工事一覧にありますように、事業を実施するものと、

緊急時に必要となった場合の設計費１００万円と工事費２００万円を含むものです。節１９負担金補助及び

交付金の、基幹水利施設ストックマネジメント事業負担金につきましては、百太郎溝土地改良区が行う水路

改修事業で、１億円の事業費の１０％に当たる１,０００万円が受益者の負担となります。しかし、多良木

町と受益面積割により本町は７１７万７,０００円となるものです。熊本県農業農村整備事業推進交付金３

０万円につきましては、百太郎溝土地改良区が実施する、上西地区の分水ゲート改修工事の県補助金分とな

ります。特定農業用管水路等特別対策事業負担金５００万円につきましては、前年度に引き続き、上村土地

改良区が管理しているパイプラインのアスベスト管取りかえについて、受益者負担を伴わず、工事を行うも

ので今年度で完了するものであります。７３ページになります。目１７川辺川総合土地改良事業費につきま

しては、協議会の報酬、費用弁償を計上しておりますが、推進協議会以外の業務として、川辺川土地改良事

業の計画変更等に伴う同意取得のための、農政局職員との農家訪問についても、お願いをしているところで

す。また、同意取得に係る職員の時間外手当につきましても、計上をしているところです。節１９負担金補

助及び交付金では、川辺川土地改良区運営助成金を２０２万９,０００円を計上し、国営造成団地、畑地か

んがい緊急対策事業補助金の３７万１,０００円は、湯の原団地、阿蘇諏訪団地、加茂団地に設置している

ポンプの電気代の一部を、川辺川土地改良事業連絡協議会負担金は、昨年度同額の６４万２０００円を計上

しております。目１８担い手育成基盤整備事業費では、農林公庫資金償還補助金として、土地改良区経由で

例年償還しております、償還金の補助金です。債務負担行為として１１８ページから１２０ページに内訳が

記載されていますので、ご覧いただければと思います。目１９清願寺ダム管理費です。清願寺ダムにつきま

しては、県の委託を受けて町が管理をしております。ここではダムの管理に係る人件費及び委託料等につい

て、計上しているところです。次ページをお開きいただき、節１９負担金補助及び交付金の清願寺ダム防災

事業負担金は、県営事業として、ダム内の土砂を浚渫するもので、本年度は４億８,０００万円の工事が計

画をされております。その６％が町の負担となり、２,８８０万円を計上しているところです。事業実施期

間につきましては、平成３３年度までを予定されております。なお、今年度の負担金の９０％につきまして

は、地方債を財源としているところです。最下段の農業支援センター事業費につきましては廃目となります。

７７ページをお願いいたします。２枠目の水産業費です。目１水産業総務費では、球磨川漁協稚魚放流事業

委託金として３０万円を計上しております。町内の中小河川の上流に、ヤマメの稚魚を放流をお願いしてお

りますので、その委託料となります。続きまして１１０ページをお願いいたします。中ほどの目１農地等災
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害復旧費になります。普通旅費を３,０００円計上しております。災害等の説明会などへの出席のための旅

費となります。以上で農業振興課所管分の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  それでは、商工観光課所管の当初予算の説明をいたします。まず歳入から

です。１５ページをお開きください。中段に目５商工観光使用料、節１商工施設使用料、これはポッポー館

の使用料１８０万を計上しております。続きまして、２１ページをお開きください。中段に目５商工観光費

県補助金、節１商工費補助金、熊本県消費者行政活性化事業費補助金３４万９,０００円です。これにつき

ましては、人吉市のほうで消費者行政の事務局を持っておりますので、そのまま負担金として支出するもの

です。なお、この金額につきましては、平成２９年より平成３１年まで同額で推移する見込みです。続きま

して、２２ページをお開きください。下段に、目２利子及び配当金、節１利子及び配当金で２段目です。産

業活性化基金利子２１万９,０００円、これは産業活性化基金の利子の見込みです。続きまして、２３ペー

ジをお開きください。１番下段ですけれども、目４産業活性化基金繰入金、節１産業活性化基金繰入金１,

５４０万です。これにつきましては、農業支援センターの運営費及び機械導入費に充てる予定です。歳出に

ついては、農業振興課のほうで説明があったとおりです。続きまして、２５ページをお開きください。目３

雑入、節１雑入です。６行目に、商工コミュニティセンター電気料１０８万円とありますが、これは、ポッ

ポー館に入っております、あさぎり駅とＪＡあさぎり支所の電気料の負担金分です。続きまして、２６ペー

ジをお開きください。目３商工観光債、節１販路拡大事業債１,２７０万、これは販路開拓事業費の事業債

になりますが、過疎債を充てる予定でございます。続きまして、歳出の説明をいたします。７７ページをお

開きください。１番下段ですけれども、目１商工総務費、７８ページをお開きください。歳出につきまして

は、主なもの説明をさせていただきます。節８報償費１４万７,０００円ですけれども、推奨商品の謝金及

びモニターへの謝礼ということで、それぞれ２回分を予定しております。次に、１２役務費ですが、６万６,

０００円につきましては、モニターへの審査の郵送料ということで、４回分を計上しております。節１８備

品購入費９６万５,０００円ですけれども、これにつきましては、南稜高校との包括協定後、南稜高校に要

望調査を行っております。その要望調査の中から、学校側で優先順位をつけていただきまして、ソフトクリ

ームサーバーを購入し、学校に貸与したいと考えております。なお特産品の開発、そして一般団体の使用も

認めていきたいと思っております。節１９負担金補助及び交付金、町商工会補助金７８０万、昨年と同額で

す。ふるさと振興社助成金２５０万、昨年より５０万減額しております。中小企業大学校人吉校研修費助成

金１５万、昨年と同額です。商工業制度資金利子補給費補助金２２０万、店舗改装事業費補助金１,０００

万、住宅リフォーム等補助金２,０００万、これらにつきましては、平成２８年度の実績見込みによります

増額の予算を計上しております。産業活性化協議会補助金５０万、昨年同額です。地域イベント等補助金４

１４万、昨年まで商工総務費には、夜市等の商工会関係のイベント等のみを載せておりましたが、今回、夏

祭り、ウインターライトフェスティバル、そして菖蒲まつり、一括して地域イベント等補助金ということで、

こちらのほうに計上させていただいております。なお内訳につきましては、夏祭り２００万、ウインターラ

イト及び七夕まつり等が１５０万、そして菖蒲まつりが６４万円を計上しております。続きまして、販路開

拓強化事業費補助金１,２７３万３,０００円、これはふるさと振興社へ補助金として支出いたします。あと、

１番下段に消費生活相談業務負担金とありますが、これは先ほど歳入で説明いたしましたが、人吉市のほう

へ負担金として支出いたします。７９ページをご覧ください。１番上におまけつき商品券発行事業補助金１,

０００万、昨年と比較いたしまして、５００万ほど減額いたしておりますが、これまで、交付金等が付いて

上乗せをした商品券事業費になっておりました。そこで、今回、減額という形で提案させていただいており

ます。目２商工施設費、節１１需用費の電気料４６３万７,０００円を計上しておりますが、これにつきま
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しては、ポッポー館施設内の電気料のほかに、駅前広場の街路灯、そして商店街の街路灯の電気料も含めて、

この金額になっております。節１３委託料、設計委託料５００万を計上しておりますが、これにつきまして

は、平成３０年度に大規模改修を予定しております。その大規模改修に伴う設計委託料５００万を計上させ

ていただいております。３段目の施設管理委託料につきましては、シルバー人材への委託料ですけれども、

休日・祝日・平日の夜間等の管理をお願いしている関係の委託料です。あとは、施設の維持管理に関する委

託料の計上となっております。８０ページをお開きください。目１観光費、節１１需用費の中で修繕料１０

０万円を計上しておりますが、これは観光施設及ビハ公園等の修繕料を計上しております。節１３委託料、

設計委託料４５万を計上しておりますが、平成２８年度にトレーラーハウスの屋根工事の予算を計上しまし

て、見積もりでは強度不足ということで、３月補正で減額をいたしました。長寿命化につきましては、塗装

等で対応していくという説明をいたしております。なお、今回の設計につきましては、トレーラーハウスの

デッキ部分の屋根工事を計画したいと。といいますのが、雨天時のキャンセルが非常に多い、要するに、雨

の日はトレーラーハウスに引きこもりになるということで、昨年度は４０組ほどキャンセルが出ております。

ですから、雨の日でもバーベキューができて、トレーラーハウス内に引き込もることがないよう、施設の付

加価値をつける意味でも、デッキ部分だけの屋根工事について、検討していきたいということで、今回、設

計委託料を計上させていただいております。次に、おかどめ幸福駅売店指定管理料２２７万４,０００円、

おかどめ幸福駅につきましては、２９年度改修予定であります。ただ、まだ期間等がはっきりしておりませ

んので、一応年間分をここで計上していただきまして、現在、指定管理であります、物産観光振興協議会と

協議をした上で、委託料につきましては、協議を進めていきたいと思います。その２段下ですけれども、谷

水薬師周辺除草作業委託料ということで３９万３,０００円、これはシルバー人材のほうにお願いしており

ます。ビハ公園キャンプ場指定管理委託料２３６万７,０００円です。続きまして８１ページをご覧くださ

い。なお、観光費の負担金補助及び交付金につきましては、昨年と同様の項目になっております。目２緑の

まちづくり事業費、１報酬につきましては、お１人、花づくりのほうでお願いしております関係上、報酬額

が出ております。節１１需用費、食糧費に４５万を計上させていただいておりますが、現在、地元そして各

種団体に呼びかけをして、その球磨川沿線の、花づくりに関しまして、協力いただけないかという呼びかけ

をしております。もし呼びかけに応じていただきましたときには、作業後の食料賄い料として４５万を計上

させていただきたいと思っております。節１３委託料、花づくり管理委託料、これにつきましては、非常勤

職員で対応できない部分をシルバー人材を通して委託しております。節１６原材料費９３万、これにつきま

しては、くま川鉄道沿線に花をという計画をしておりますが、非常に土地が悪いということで、パーク堆肥

肥料等を、そして除草剤等を撒いた後に、花植えという計画で、そういった土づくりに関する原材料費とし

て、９３万を計上しております。最後に節１９負担金補助及び交付金ですが、これは菜の花プロジェクト補

助金ということで、これもおかどめ幸福駅周辺に青年団にお願いしています事業であります。続きまして、

目１定住促進費、節１報酬、非常勤職員報酬１５０万２,０００円とありますが、これにつきましては、結

婚対策のほうで、ポッポー館に１名配置する予定です。現在ポッポー館には２名の職員が配置されておりま

すが、やはり人事の関係上、職員２名は置けないということで、１人の非常勤を対応をお願いしたいと思っ

ております。８２ページをお開きください。節１９負担金補助及び交付金ですが、それぞれ例年どおりの負

担金となっておりますが、新設の補助金といたしまして、定住促進奨励補助金３００万を計上しております

が、これにつきましては、あさぎり町へ定住をする方への住宅取得を奨励する、要するに新築、中古住宅購

入を奨励する補助金であります。補助金額にしましては３０万、なお、４０歳未満につきましては２０万円

加算ということで、上限５０万ということで予定しております。以上、商工観光課所管の予算説明を終わり

ます。 
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◎議長（山口 和幸君）  １０分間、休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午前１１時０１分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  それでは、建設林業課所管分について説明をいたします。歳入の部で１

５ページをお願いいたします。やや中段より下でございますけれども、目６土木使用料です。住宅使用料関

係でございますけれども、住宅使用料、同じく過年度分、浄化槽使用料、同じく過年度分、平成２９年度の

住宅管理戸数４０８戸を見込んだ使用料合計７,５５９万７,０００円計上いたしております。次に、１６ペ

ージをお願いいたします。最下段の農林水産手数料の中の、２林業手数料でございますけれども、町有林へ

の入山及び各種監察発行の手数料でございます。５万円計上です。それから次ページ、１７ページですけど、

同じく最下段の目４土木費国庫補助金でございますが、住宅建築物安全ストック形成事業補助金でございま

して、例年行っております、個人住宅の耐震診断を行う場合、国が限度額１件当たり４万円を補助する制度

で、１０件分の４０万円で、それから新たに、耐震改修工事に１２０万円を限度に、国の補助が１１.５％

の３軒分を計上いたしておりますけれども、４１万４,０００円、同じくその設計費用といたしまして、３

０万円を限度に、国が３分の１補助してくれます。これも３件分３０万円を計上いたしまして、トータルの

１１１万４,０００円の予算計上でございます。次に、１８ページをお願いいたします。最上段のところで

ございますけれども、節２道路橋梁費補助金、道路改良費補助金でございます。交付金事業で行います、須

恵中央線、堂の下線、今井中学校線の歩道整備に伴う交付金、金額５,２００万円、それから橋梁補修関係

が１２橋分で３，９００万円、舗装補修、道路防災点検に１億２,２１３万５,０００円の補助を受け入れる

ものでございまして、補助率が補助対象額の６５％でございます。なお、国の割り当て配分によっては、今

後も補正をする予算を、毎年のごとくお願いすることになると思います。節３住宅費補助金でございますけ

れども、内訳は、公営住宅長寿命化計画によりまして、平成２９年度は上地区の新井上団地の補修工事に伴

う補助金を受け入れるものでございまして、補助対象額４,０００万円の４５％、１,８００万円を予算計上

をいたしております。それからそのページの下段のほうでございますが、目３土木費国庫委託金、樋門管理

委託金でございます。球磨川樋門１９カ所の年間の点検操作委託料でございます。２１ページをお願いいた

します。上の箱でございますけれども、節３林業費関係の補助金でございます。森林病害虫防除事業、これ

は深田地区松林の航空防除に関する事業費補助金でございます。対象事業費の７５％でございます。有害鳥

獣駆除補助金でございますが、本年度はシカ６００頭、イノシシ２００頭、猿４０頭分を計上いたしており

ます。造林事業補助金、これは町有林に係る造林事業補助でございまして、除伐、枝打ち、それぞれ４.２

ヘクタール分の補助金を受け入れるものでございます。間伐等森林整備促進対策事業補助金は、町有林の利

用間伐６０ヘクタール分についての補助金を計上いたしております。水とみどりの森づくり活動支援事業、

これは松林再生ボランティア活動事業に充当する補助金でございます。目６土木費県補助金でございますけ

れども、住宅建築物安全ストック形成事業補助金、国庫補助金で説明した分で、耐震改修工事に１２０万円

を限度に県の補助が３８.５％分補助がつくようになっておりますので、この３件分を計上し１３８万６,０

００円、それから耐震改修設計に３０万円を限度に、こちらのほうも３分の１、県のほうが補助をつけてく

れますので、３件分で３０万円、トータルの１６８万６,０００円の予算計上でございます。２２ページを

お願いいたします。目２上の枠でございます。農林水産業費県委託金でございます。２の林業費関係の委託

金でございまして、松くい虫発生予察委託金でございます。これは松くい虫の予察調査に関係する補助金で
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ございます。その下が森林病害虫防除事業委託金、航空防除の薬剤安全確認調査に係る、これも賃金支払い

ますけれども、その分についての委託金でございます。その下の河川費委託金、県河川管理委託金でござい

ますけれども、あさぎり町内にある県が管理する七つの河川についての除草作業委託費を受け入れるもので

ございます。阿蘇川、井口川、銅山川等々でございます。２３ページ、最上段で不動産売払収入、２のその

他不動産売払収入でございます。素材生産売払収入で、町有林の利用間伐素材生産による杉・桧の売上収入

を計上いたしております。それから２６ページをお願いいたします。町債でございますが、土木債で道路橋

梁債。歩道整備、橋梁補修、舗装補修工事等に伴います財源といたしまして、起債借り上げを行うものでご

ざいまして、内訳といたしまして、各過疎債が７,８９０万円、合併特例債が２億２,５２０万円を当初は予

定をいたしております。次に、歳出のほうを説明いたします。７５ページをお願いいたします。目１林業総

務費でございます。ほとんどは職員の人件費でございますので、省略いたしますけれども、３職員手当分で

ございますけれども、夜間に行います、鳥獣対策の説明会や、林活協の会議、それから松くい虫防除事業で

の早朝・夜間業務に対する手当等を計上させていただいております。１３委託料で、町有林管理業務委託料。

町有林監視業務、林道の維持補修作業を森林組合へ委託しているもので、町有林と財産区有林との面積按分

で計上いたしておりますが、町有林分が５５.４％でございまして、当初は１０人分での予算計上でござい

ます。１９負担金補助及び交付金のうち、緑の少年団助成金、これは４万円の３校分でございまして、上小、

岡原小、須恵小の少年団に交付するものでございます。最下段のチェーンソー刈払機特別講習受講負担金で

ございますが、これは台風などの緊急の倒木処理等に備え、職員が機械の適正使用を習得するために、今回

受講を行うように特別負担金を計上させていただきました。次に、７５ページから次の７６ページでござい

ます。その中で林業振興費、１９負担金補助及び交付金でございますけども、椎茸生産組合種駒購入助成事

業補助金でございます。昨年度までの約半額の予算計上となっておりますけれども、近年、原木購入者数が

減少傾向にありまして、補助実績に見合う、今回は予算計上させていただいております。高齢化による、生

産組合員数の減少によるものが大きな要因というふうに考えられます。購入金額の半額助成でございます。

それから、林業活性化推進協議会補助金でございます。これは活動といたしましては、月１回の会議、木工

展が年１回、手仕事展を年２回開催の予定でございます。目３公有林整備事業費でございます。７賃金、こ

れは松林再生管理作業に必要な下刈り、地こしらえなどの作業員賃金でございます。１２役務費、組合手数

料でございますが、森林組合へ利用間伐、素材生産、お願いいたしますけども、販売予定額の５％が手数料

でございます。市場手数料は同じく、木材市場へ利用間伐、素材生産を出荷いたしますけれども、収入の

６％と椪積料がこの市場手数料になります。森林国営保険２６５万円でございますけれども、森林火災等災

害時に備えて、新規、更新の町有林１６７ヘクタール分の掛金でございます。１３番委託料、素材生産委託

料でございますけれども、森林組合へ間伐で集材した木材を出荷する運搬費用としての委託料でございます。

造林委託料、造林事業補助金と、間伐等森林整備促進事業補助金を活用して、主に除伐、枝打ち４.２ヘク

タール分、間伐６０ヘクタールを森林組合へ委託するものでございます。１６原材料費でございますが、松

林再生ボランティア活動用、植樹祭用の苗木代を、これに充てることとなっております。次に、目４林道維

持費でございます。１４使用料及び賃借料ですが、林道、作業道の簡易的な補修及び災害発生時の応急処置

作業の機械借上料を計上いたしております。１６原材料費も同じく、補修用資材代でございます。目５森林

病害虫防除費でございます。これは引き続き深田地区町有林の松くい虫防除に係る事業費でございまして、

７賃金につきましては、松くい虫発生の予察調査、薬剤散布後の安全確認調査の賃金でございます。１１需

用費、消耗品でございますが、これは防除の薬剤代、約１１８リットルの薬剤代を予定いたしております。

１３の委託料、薬剤散布委託料は、ヘリコプター散布２回分を航空会社へ支払いする費用でございます。そ

れから松くい虫特別防除業務委託料は防除に係る準備作業等を森林組合へ委託する経費でございます。目６
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鳥獣害防止事業費でございます。１２の役務費で保険料、町が設置した箱罠、くくり罠での事故があった場

合の賠償保険掛金でございます。１９負担金補助及び交付金で、有害鳥獣駆除補助金の５０万円分でござい

ますが、これは旧町村、５つの駆除隊に対する補助金額１０万円ずつでございます。有害鳥獣防止対策協議

会補助金５０万円でございますが、これは町で結成いたします協議会へ助成するものでございまして、内容

といたしましては、狩猟免許のテキスト代補助、侵入防止柵の購入設置、箱罠の購入等に充てられるもので

ございます。有害鳥獣捕獲補助金、前年度とほぼ同額を確保いたしておりますけれども、内容といたしまし

ては、シカ１万円の６００頭、イノシシ９千円の２００頭、猿５万円の４０頭、カラス千円の２００頭、ア

ナグマ千円の４０頭分を予定いたしております。それから、その下の７森林総合研究造林事業費でございま

すけれども、これは一応、存目ということで行っておりますけれども、この事業につきましては、４月に担

当者会議が行われて、事業カ所が決定するようになっておるようでございます。林業費関係は以上です。次

に、８２ページをお願いいたします。８２から８３ページでございますが、土木総務費でございます。人件

費が主でございますけれども、１９負担金補助及び交付金の中で、歳入のほうで説明をいたしておりました、

耐震診断改修設計監理費補助につきましては、個人住宅の耐震診断を行った場合、１件当たり国４万円、町

が４万円、合わせて８万円を補助するものでございますけれども、本年度も１０件分、８０万円を診断には

予定しております。それから新年度から新たに耐震診断を行って、住宅改修が必要と診断された場合、その

改修費用に、１件当たり国と県で６０万円を補助するものでございまして、３件分１８０万円、またその改

修の設計監理費用に１件当たり、２０万円を補助するもので、同じく３件分６０万円、合わせて３２０万円

を計上いたしております。次に、目２環境整備資材等支給事業でございます。これも各費用分、合計１,０

００万円を昨年度に引き続き、計上させていただいておりますけれども、引き続き住民協働によりまして、

里道の舗装、法面の防草対策等を行った場合、事業に必要な資材代、機械借り上げ等を補助するもので、昨

年と同額を確保いたしております。ちなみに２８年度につきましては、本日現在で１４地区１６カ所で住民

協働に取り組みをしていただいておるところでございまして、支給実績が、機械借上料、原材料等合わせま

して、約８６０万円支出してございます。なお、現在協議中の案件も含めますと、９８０万程度が本年度、

支出見込みであるということでございます。それから、最下段の表でございますけれども、目１道路橋梁総

務費でございます。１３の委託料、道路台帳整備委託料１７０万円でございますが、２８年度に行った道路

改良７路線のデータ修正に係る委託料でございます。１９負担金補助及び交付金の中で、各種協議会、期成

会の負担金ですが、前年度に比べ大幅に増額している分が、県工事負担金でございまして、これは深田地区

の県道小枝深水線分の測量設計、用地補償等につきまして３００万円を含んだ県への工事負担金が増額とな

っておるところでございます。次に８４ページをお願いいたします。目２道路維持費でございます。報酬と

共済費のところでございますけれども、過去に行いました、道路改良に伴う所有権登記につきまして、未登

記分の書類整理と、登記完了事務を行っていただいていただくために嘱託員を雇っております。２６年度か

ら取りかかっておるところでございますけれども、約１００筆の未登記件数がありますけれども、現在約半

数ほどの登記完了を見たところでございますが、登記手続につきましては、分筆、相続に伴います関係書類

の収集に時間がかかり、なかなか進まない状況でございますが、ある程度整理ができましたので、引き続き

早期改良に努めたいというふうに思っております。１１需用費でございます。主なものといたしまして、作

業員ダンプ等の燃料費９１万８,０００円、町道の軽微な補修費及び公用車の修繕料といたしまして、７３

４万円を計上いたしております。１３番委託料でございますが、設計委託料は交付金事業で行います、新山

下橋ほか４橋の詳細調査設計費でございます。道路維持委託料はシンボルロード、ふれあいロード、町道の

除草委託料で、町内事業所、一部シルバー人材センターに委託する予定でございます。調査設計委託料でご

ざいますが、これは交付金事業で行います、道路法面の点検費用として、８００万円を予算計上いたしまし
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た。同じく、調査作成委託料でございますが、これは先ほど説明いたしました、過去に行いました、道路改

良に伴います、未登記分の地積測量図作成委託料に支出する委託料でございます。道路施設等維持管理作業

員派遣業務委託料でございますが、道路作業員につきましては、平成２７年度からは作業員を派遣していた

だいて、町道等の整備を行っております。これは１０名分の派遣職員の委託料でございます。１４使用料及

び賃借料、機械借り上げ料でございますが、道路維持補修に係るバックホー等の借上料を計上いたしており

ます。工事請負費でございます。内訳といたしましては、交付金事業で行います、舗装補修工事費に１億９,

３５０万円、橋梁補修費に４,７００万円、それから各地区からの要望、側溝の改修、ガードレールの設置、

舗装が傷んだ路線の舗装打ちかえ等、町単独工事費に１億４,９９０万円、予測しない緊急を要する軽微な

工事費に３００万円、合計といたしまして、３億９,３４０万円を予算確保させていただいております。１

６原材料費でございますが、道路作業員で行なえます、軽微な維持補修に必要な生コン等の原材料費でござ

います。１８備品購入費でございますが、２９年度は道路作業員用の背負式刈払機を３台更新予定でござい

ます。２２補償補てん賠償費でございますが、これは岡原地区、百太郎溝に架かります、三助橋の架け替え

工事を行いますけれども、そこの水道管施設、移設の補償費でございます。次のページ、目３道路新設改良

費でございます。委託料の設計委託料でございますが、江島田道側線、旧深田中学校前の県道から、旧深田

の最終処分場跡地までの区間でございますが、道路改良に伴う、用地測量費５００万円、それから、町道薬

師堂線の用地測量、補償鑑定費、３００万円、合計の８００万円でございます。１５工事請負費でございま

すが、これは中断しておりました須恵地区川瀬中島線の用地確保ができましたので、４,５００万円の工事

費を計上いたしております。１７の公有財産購入費は、深田地区、江島田道川線改良工事に伴います用地購

入費でございます。目４道路改良費、８５ページから、次のページ８６ページにかけてでございますが、８

６ページのほうで、節１５工事請負費、通学路の歩道整備ということで継続して行います、須恵中央線の中

央橋架け替えにかかります４,２００万円の工事費、それから今井中学校線に１,１００万円、堂の下線に３,

２００万円の工事費の予算計上でございます。１７番公有財産購入費でございますが、これは岡原免田線工

事関係の用地購入費として２５万円計上させていただいております。次に河川総務費でございます。１３番

委託料で、歳入でも説明いたしました、球磨川の樋管操作作業委託費として、２７８万８,０００円、町内

にある管理７河川の除草委託料といたしまして７５万円、新たに２９年度から深田地区田道川放水路水門の

操作管理に係る委託料としていたしまして１１万２,０００円を新たに計上いたしております。次の８７ペ

ージ、公園費でございます。１１需用費、主なものといたしまして、作業用トラック、機械の燃料費が１７

万２,０００円です。それから岡留公園の光熱水費が電気料、上下水道料合わせまして、１１万円、同じく

作業機械、遊具修繕料といたしまして、８８万３,０００円でございます。１３番委託料、これは岡留公園

遊具の定期点検委託料でございます。目１住宅管理費でございます。１１需用費、修繕料でございますが、

これは町営住宅４０８戸の中には、昭和５０年代に建てられた古い住宅がかなりございまして、入居者から

の修繕要望が年々増えている状況でございますが、早急に修繕をしなければならない分、突発的な修繕費用

と、近年の修繕実績により、この金額９９５万円を、２９年度は計上させていただきました。次のページを

お願いいたします。１３番の委託料でございますが、浄化槽管理委託料としていたしまして、２０９万９,

０００円でございます。１５番工事請負費、これは免田亀甲・下道団地駐車場の区画線工事を５０万円、そ

れから二子団地の手摺り設置工事を８０万円予定いたしまして、合計の１３０万円でございます。目２住宅

建設費でございます。１３委託料、設計委託料、平成３０年度で計画をしております、上地区上西団地の改

修工事につきまして、前年度で設計を行う必要がありますので、その設計委託料でございます。監理委託料

につきましては、２９年度で改修予定の上地区新井上団地の改修工事に伴います監理委託料でございます。

１５番工事請負費につきましては、上地区新井上団地の改修工事、３棟１０戸でございますけれども、５,
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８００万円、それから、老朽住宅の２戸の解体費用といたしまして３００万円を予定をいたしております。

飛びまして１１０ページをお願いいたします。最後に、下から２枠目でございますけれども、公共土木施設

災害復旧費でございますが、これは災害関係の会議旅費、説明会等の旅費、関連書籍等の購入費を予算計上

させていただいております。最後になりますが、土木費関係の予算の対前年比でございますけれども、当初

予算ベースで３,８９２万７,０００円、５％の増額となっておりますけれども、主な節毎では、委託料では、

△の１,８８０万４,０００円、１４.７％の減額となっております。工事請負費におきましては、５,４５０

万円、１０.３％の増額での、本年度予算計上となっております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  はい、それでは、上下水道課所管分について説明をさせていただきます。

１７ページをお願いいたします。下から２段目、目３衛生費国庫補助金、節１浄化槽設置国交付金。これは

個人が設置する、合併浄化槽１２基分に交付する補助金のうち３分の１の国庫補助金でございます。２０ペ

ージをお願いいたします。中ほどにあります、目３、衛生費県補助金、節１保健衛生費補助金の１番目の浄

化槽設置事業費補助金は、合併浄化槽設置１２基分の補助金のうち、県補助金分でございます。６１ページ

をお願いいたします。歳出です。中ほどの上部になりますけど、前のページから目３環境保全費の節１９負

担金補助及び交付金の説明欄の２行目、浄化槽設置整備事業補助金につきましては、１２基分の補助金、浄

化槽設置整備事業補助金とそれにあわせまして、便所の改造費等の補助金を加えたものを計上しております。

６４ページをお願いいたします。中ほどです。目１０水道費、節１９負担金補助及び交付金は、水道事業特

別会計への補助金として、水道事業会計へ総務省の繰入基準相当額を、繰り出しをするものでございます。

その下の節２４投資及び出資金は、水道事業特別会計出資金として、主に簡易水道事業債の償還元金や、建

設事業費の財源の一部として、繰り出しを行うものでございます。８９ページをお願いいたします。最上段

です。目１下水道費、節２８の繰出金は、下水道事業会計の歳入の不足分として、繰り出しをお願いするも

のでございます。主に下水道事業債の償還金に充てるものでございます。上下水道課所管分につきましては、

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明漏れないですね。説明が終わりましたので質疑を行います。農業委員会分につ

いて質疑ありませんか。永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  ９番です。１点お尋ねをいたします。農地中間管理事業について、これは経

営体育成支援事業とかの国のポイント制というのがありまして、このポイントの中にも、この農地中間管理

事業、これが関わってくると思いますが、現在、利用権設定が、とにかくあさぎり町もちゃんとされており

まして、その利用権の期限が切れたときに中間管理、この事業にのせるとした場合に、何かポイント以外に

もメリットとかは見出せますかね。 

◎議長（山口 和幸君）  農業委員会樅木主幹。 

●農業委員会主幹（樅木 寿礼君）  今、基盤強化法で利用権の設定、農地の貸し借りができているところで

ございます。それを中間管理事業に切りかえることで、ポイントがつくという事業が始まってるもんですか

ら、そういった場合にどうだという御質問だと思いますが、現状そのポイント以外では大きなメリットを見

出すことがありません。ただし、経営転換協力金であったり、集積協力金、経営転換協力金は、農業やめる

方が農地を全部貸し出してくださる場合です。集積協力金につきましては並びになっている農地を、まとめ

て貸してもらう場合は、それだけで集積ができるということで補助事業がありますが、それをもらえる該当

する場合がたまにありますので、そういった方には率先して、話をしているところですが、現状、基盤強化

法で貸し借りがあるところについては、そういう対象になるところがほとんどないような状況でございます

ので、地区への説明会を今３年間かけてしておりますけれども、その中で該当される方は、手を挙げてくだ
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さるようなお願いをしているところです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  恐らくそれが現状で、恐らくというか、そういうのが現状だと思います。自

分たちも利用権設定、利用権が切れたときに、そういう話もちょっと伺ったこともあるんですが、なかなか

私たち借りるほうにも、ただただ面倒なことがちょっと出るだけであって、本当に農地中間管理事業自体が、

農家にとって有利なことにはどうにもならないと思いまして、農業委員会としましても、それは国の事業で

すから進めていかなければいけないということはあるんでしょうけども、どうもそこんところが何といいま

すか、現状に即してないといいますか、そういったことを感じておるのが私どもの農家の現状だと思います。

そういったところが、だから国に何か言ってくださいよとか、そこまでなればいいんですけども、そういっ

たこともありますけども、何か私たちにとってはこの経営体育成支援事業というようなものが、大きな補助

事業というのに乗せきれないようなところのポイントって言いますか、先ほど言いましたように、そういっ

たポイント制があるという時点では、大切なこととは思いますけれども、なかなか踏み切れないと言います

か、乗り切れないといいますか、そういったところが現状であると思いますので、そういったこともいろい

ろ農業委員会の中でも議論をしていただいてといいますか、国、県との意見もたまにはすり合わせていただ

きますというか、そういった意見も農業委員会としても考えていただいているところは言って、そういった

国・県に対しても言ってほしいとは思いますが、どうでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  樅木主幹。 

●農業委員会主幹（樅木 寿礼君）  先ほど申し上げました、地区の説明会等におきましても、地域の農地所

有者の方、農家の方からの御意見としては非常に厳しいといいますか、そういったところではなくて、農家

さんに直接助かるような事業にならないかというふうな御指摘、御相談等いつも受けております。県のほう

につないでいるところでありますが、なかなか国が制度上で行っている事業でありますので、変わらないよ

うなところがございます。国につきましても、農業土木での整備事業等についても、この中間管理事業での

重点地域外に指定されないと、事業採択をしてもらえないというような部分も今出てきております。そのた

め農業委員会総会の後の全員協議会等でも、こういう事業を進めるようなところで、委員さんたちとも協議

をしているところでございます。切りかえ等の時期につきましては、御相談等はしておりますけれども、な

かなかメリットの部分で、必要に応じてしか出てこないような状況でありますので、農業委員会としては今

後もその推進としては進めたいと考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君） いいですか、ほかに、ほかにありませんか、農業委員会。ないですね。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（山口 和幸君） 次に、農業振興課分について質疑を行います。豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  ８番豊永です。何点かお尋ねをしたいと思います。まず６８ページの農業次

世代人材投資事業補助金、これにつきましては、青年就農給付金の事業が、この名称に変わったということ

でございますが、事業内容と要件等に変更はないのかということと、地域の話し合い推進事業補助金１２０

万ですけれども、２日か３日間にわたって、最近水田営農に関する農政座談会ということで開催されており

ますが、その中の資料で１１ページ、平成２８年度地域の話し合いにおける意見等をまとめという項目がご

ざいますが、１番から２４ぐらい、いろいろ意見が出てきておりますけれども、これらの対応を２９年度に

おいては、どういうふうに実施されるのかということであります。それと７２ページの環境保全型農業直接

支払制度事業ということで、昨年度が３０戸の５０ヘクタールぐらいの実績だったですかね、予定といいま

すか、これがどのくらいの割合といいますか、２９年度におきまして、事業内容等、どういった項目で取り

組みをされているのか、その３点についてお尋ねいたします。 
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◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  まずは、農業次世代人材投資事業につきまして変更点とかあるかという

ことなんですけれども、まずこの事業につきまして、まず説明させていただきたいと思いますけども、国の

考えとしましてはただ単に就農した人ていう方を支援するのではなく、人的資源である才能や能力の発揮に

着目して支援をしていくというような、ちょっともう少し突っ込んだ、農業者を育てていきたいということ

であります。そういったところで、新規就農者へのサポート体制の構築とかを主になされるようであります。

サポート体制の中から経営技術と資金農地関係のそれぞれ担当者を選任しまして、交付対象者１人に対し、

３名以上のチームで支援をしていきたいと、支援をしていくというふうにうたわれております。交付３年目

にそうした方々の中間評価を実施していて、即戦力っていうか、そういった若い方々が継続して農業ができ

るように支援をしていってほしいということで、名称を変えられているところです。内容につきましては準

備型としまして、今農業大学とかに行かれて、２年間の研修をされた場合にも交付金が出ますけど、そうい

った中から将来の農業ビジョンの関連性が認められまして、海外研修を行う場合は１年延長しまして、３年

間の準備型もできるということと、経営開始型になりますと、２９年度以降の新規交付対象者から交付期間

終了後、交付期間と同期間以上営農継続支援しなければ、返還の対象にもなるということで、今回新たにそ

ういったところが見直されておりまして、交付額とかは変更にはなっていないところでございます。以上で

す。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課沖松主幹。 

●農業振興課主幹（沖松 勝彦君）  先ほど豊永議員のほうから御質問がありました、農政座談会における地

域の話し合いの状況の報告ということで意見をまとめてお伝えをさせていただいております。一応１番から

２４番までの項目があるんですが、まず一つ目が、中山間地域ではサル、シカ、イノシシなどの被害も多く、

農家さんの生産意欲がつながらないというような意見を冒頭御説明申し上げたところでもあります。また、

四つ目に参加者の意見が出てたんですけど、これまでこの地域の話し合いといいますのは、各行政区を一つ

の単位として話し合いを３年間継続してやってまいりました。ただ、そこの取り組みについて、職員も大変

だろうというようなことから、人・農地プランのエリア、これは町内に八つに分かれておりますが、その

人・農地プランエリアで実施したらどうかというような意見が出ております。実際町内八つのエリアといい

ますのは、上地区が上川北地区、上川南地区という二つの地区になっております。また免田も免田東、免田

西ということと、あと岡原も岡原北と岡原南というふうに分かれております。あと深田と須恵地区はそれぞ

れ一つずつということで、旧町村単位のエリアで一つないし二つの地区に分かれているということから、対

象者も若干１００人を超える対象者数にもなりますので、２９年度の地域の話し合いの一つの枠組みとしま

しては、集落営農組織を一つの単位とした話し合いをやってみたいということで、今検討をしているところ

でございます。あと１４番目に集落営農組織の方で、意見が出たんですけども、集落営農組織でコンバイン

を過去に導入をしたと、ちょうど更新の時期も今きてるということで、何か有利な補助事業はないかという

ような意見も出されております。これに関しては、今回農業振興費の中にも機械導入の補助金等も増額をさ

れて、今回事業実施するような提案もさせていただいているところでもございます。そのようなことで、す

べての項目について、今回２９年度に予算化を反映させているという状況ではありませんが、皆様方からい

ただいた貴重な意見を、少しでも早くこの予算化対応あるいは予算に伴わないソフト的な部分についても、

対応していきたいなというふうに考えているところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課山内課長補佐。 

●農業振興課課長補佐（山内 悟君）  ３番目の御質問の環境保全型農業直接支払い交付金につきまして、平

成２８年度の実績につきましては、あさぎり町の協議会で取り組み件数が１５件、それから錦町の協議会で
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１件ということで、面積に直しますと、あさぎり町が３４ヘクタール、錦町が１ヘクタールということであ

ります。支援対象の取り組み例につきましては、カバークロップが２ヘクタール、施肥の施用が１７ヘクタ

ール、有機農業が１６ヘクタールということであります。また農作業区分につきましては、水稲で２４ヘク

タール、麦、豆類で５ヘクタール、芋野菜類で４ヘクタール、果樹、お茶等で２ヘクタールということで、

水稲、ホウレンソウ等にまた里芋そういうところで、この事業を活用していただいております。平成２８年

度交付見込み額にしましては、２１８万７,０００円程度ということであります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  豊永議員。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  次世代人材育成青年就農給付金の扱いで、非常に支援体制を充実させるとい

うことで、それが利用者の方については、大きなものというふうに思っております。今後も新規就農者とか、

あるいは後継者がしっかりと経営といいますか、自立といいますか、そういったことができるよう、しっか

りサポート体制は充実してやっていただきたいというふうに思っております。それから地域の話し合いの意

見等の要望２４項目あるということで、確かにこれをすべてに、一度にはできないということは、もう重々

承知しておりますが、これは非常に農家の高齢化等で担い手が不足してるあたりがありますんで、ここら付

近も農業支援センターの活動等に生かしていただければというふうに思います。それから環境保全型農業直

接支払い交付金につきましては、どの程度将来的にどんどん伸びていくのかという疑問点はありますけれど

も、せっかくの協議会あたりも加入してやる必要があるということで、今後は何ていうですか、中長期みた

いな計画を立てられて、推進されたほうがもっとわかりやすくなるんではなかろうかというふうに思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  答弁は。 

○議員（８番 豊永 喜一君）  いいです。 

◎議長（山口 和幸君）  ここで休憩をいたします。午後は１時３０分から再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。質疑ありませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ８ページの農業振興事業補助金について伺いたいと思います。今年は前

年比と比較しまして、約倍に当たる３,６７４万を補助金として上程してございますが、非常に農業者等に

とっては非常にありがたいことと感謝しております。要はさっきの説明の中にありましたポイント制でなか

なか厳しくて不採択になる、それを独自で補助しようという事と伺っておりますけど、今要望として上がっ

ている、いろいろ事業に関しまして、何件が上がってて、何件かそのポイント等で不採択になって、大方ど

れぐらい総事業費が、その中で想定されるものかということがおわかりでしたら教えていただきたいと思い

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  沖松主幹。 

●農業振興課主幹（沖松 勝彦君）  ただいま、小見田議員が御質問いただきました、経営体育成支援事業に

絡むポイント等の状況ということで御説明申し上げたいと思いますが、実は今回、農業振興補助金として３,

０００万を超える事業費の予算を上げさせていただいておりますが、これは経営体育成支援事業という個人

の農家さんが、３割の補助金をもって機械の導入ができる事業なんですけども、近年ポイント制で特に農地

中間管理機構を利用することっていうことが、ポイントとして高いんですけども、後は就農にあたって青年

就農給付金を受給されてる方とか、そういった方を優先的にポイントが高くなるような状況になっておりま
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す。そこで機械の導入の際に、更新っていう場合はなかなかポイントがつかないということから、この農業

振興補助金に切りかえて、その整備を行うという形ができないかなということで、今回上げさせていただい

ておりますが、２８年度の経営体育成支援事業の要望としましては、３６件ほど要望が上がっております。

そのうち、事業費ベースでいきますと１億５,５００万です。これは機械の代金ですね。そして３割の補助

ということで４,５７０万ということでの機械代金の助成金額と３割補助になりますので、一応あがってお

りますが、実は経営体育成支援事業の補助金の上限額が３００万までということになっております。ですか

ら中には事業費、最大の３００万の補助金を要望されてる方もいらっしゃいます。そういったことでなんで

すけども、一応今回町で考えておりますのは、上限を１００万円というふうにした場合に、今回機械導入を

計画されてる方々の補助金を活用して、機械運用ができるんではないかなというふうに今、計画をしている

ところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ３割で上限３００万ておっしゃったですかね。そうだと３,０００万若

干で１０件ぐらいで、３００万は使うわけですね。大型機械になりますと１,０００万超える機械等の購入

に更新も出ていますけど、その際にその中から応募の中から、その採択要件というのは、どういうふうにお

考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  採択要件につきましては、経営体支援事業のような内容を考えておりま

すけれども、今のところまだそこの予算がまだ通過しておりませんので、この予算がもしも認めていただけ

れば、来週あたりから内容を詰めていきたいと思っておりますけど、いろいろ法人組織さんもいらっしゃい

ますので、その辺の金額は上限を少しずつ上げたりとか、今後法人化を目的に、機械導入されるところもあ

ると思いますので、その辺も考えながら今後、今月中に検討させていただければというふうに思っておりま

す。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  要件のところで更新等には非常にポイント制が、ポイントの関係で無理

だという話も聞いたんですけど、広域にまた受託をして、農業振興に貢献されている組織とか、機械利用組

合集落営農等があると思うんですね、そういうところは更新ができないがゆえに、そういう委託に応じかね

ないという場面がもう近々出てきているようでございますんで、要件等にその辺のところ加味いただきまし

て、できるだけ３,６００万を有効に使っていただくように御考慮願いたいと思っております。答弁結構で

す。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  そういった集落営農で言いますと、そういった集落営農で機械を導入さ

れて、法人化を目的にされているというところもありますので、そういったところが現在法人化もされてな

いということで、更新については非常に厳しいということが考えられますので、その辺も農業支援センター

もそういった内容も取り組んでいきますので、その組織の方々と話し合いながら進めていきたいと思います

ので、一応３年の事業として考えておりますので、その辺も視野に入れて検討させていただきたいと思いま

す。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに、小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  ６番小出です。７０ページの説明のところで、植木伐採委託料１３７万３,

０００円と計上ありますが、これ上畜産センター周辺の樹木の伐採ということですかね。これを業者に依頼

するということでしょうか。 
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◎議長（山口 和幸君）  農業振興課吉武参事。 

●農業振興課参事（吉武 哲雄君）  先ほどの質問に答えします。上畜産センターの繋留所周辺に木が植わっ

ているんですけども、その木について一部腐っている木などありまして、大変危険な状態となっております。

また日当たりが悪いっていうことから、屋根に葉っぱ等が堆積して草が生えたりとかしているものですから、

日当たりをよくするためにも伐採するものです。業者のほうに一応見積もりをいただいて、この金額を上げ

させていただいております。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  畜産センター周辺の木は雑木、樫の木ですよね、今の樫の木は非常にまきス

トーブとか、そういった需要も多く、人気もあるわけですが、そういった、あそこは道がかりもよくて、ク

レーンですかね、２５トンぐらいのクレーンを１日雇っても、６万ぐらいで費用がそれで使用できるわけで

すが、できれば樫の木をいる人とか業者等を公募して、そちらのほうで条件として、また後片づけまでとい

うなことをすれば、町の出費というのは要らんのじゃないかと私は思いますが、その点について。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  今回の予算につきましては、まず業者の方々に見積もりをいただいて、

伐採をする内容なんですけれども、その内容の中に切った立木につきましては、売れるものがあれば販売し

て、雑入として町のほうに受け入れてもらうというようなこともしておりますので、その辺の伐採料と雑入

としていただく分が相殺できれば、だいぶ金額は差が縮まってくるんじゃないかというふうに考えておりま

す。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  ということは、もう町で業者を選択して頼むということですか。公募等はも

う全然考えないということですか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  前回教育課のほうが、こうした伐採をされておりまして、それにちょっ

と習ってさせていただこうということで、一応、業者のほうにお願いするということで、公募はしないとい

うことにします。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに。久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  １３番久保田です。２点について伺います。まず１８ページの最下段の

川辺川農業水利事業の計画変更についてということで、予算が上がってるわけですが、これについて歳出面

でも、これ少しわかりづらい、どこでどのように同意取得をされるのか、当初３月から同意取得に取りかか

るということだったんですが、今回４月からということで伸びてるわけですが、町としてどのような方法で

同意取得に入られるのか伺いたいと思います。それから、７７ページの鳥獣被害防止、これは違った、５番

目の農林水産業費の、球磨川漁協への稚魚放流の委託料、ヤマメの稚魚を放流されるということで、例年さ

れてるわけですが、そこで伺いたいのは、近年鮎がなかなかとれないということで、ちょっと話を聞いてる

わけですが、鮎の稚魚については球磨川漁協でされてるということも聞いてるわけですが、そこら辺が、何

でヤマメだけなのか、ちょっとそこら辺も伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課桑原主幹。 

●農業振興課主幹（桑原 雄一郎君）ただいまの久保田議員の質問にお答えしたいと思います。まず、歳入の

３８２万の歳出への充当ですけども、これにつきましては、昼間の職員の同意徴収の補助ということで、ま

ずは給与への充当、それからもう一つは時間外を伴いますもんですから、職員の時間外手当のほうに歳出を

しておるとこであります。それから、本来昨年の議員さんへの説明では、３月中から同意を行っていくとい
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うふうなことを説明しておりました。ですけれども、国の法的な手続の遅れが原因でありまして、３月の中

旬から開始する予定でありました同意取得が現在のところ、４月の１０日前後から回収をされるというふう

な見通しを立てておられます。もう一つ同意取得の方法ですけども、現在、九州農政局のほうで町のほうに

対しまして、同意につきましては、一班が３名体制で、うち国の職員が２名、それと訪問の補助ということ

で、町の職員または町の推進協議会の委員を１名伴いまして、同意をもらうこととしております。１日に４

班体制で行うこととしております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  吉武参事。 

●農業振興課参事（吉武 哲雄君）  水産業費の球磨川漁協への３０万円の委託についての御質問ですが、鮎

はということですが、申しわけございません、鮎のことについてちょっと調べておりませんでした。前回、

決算のときにウナギのほうはっていうふうに御指摘があったかと思いますが、ウナギについて調べたところ

球磨川漁協では５月に漁協独自であさぎり町内においても、ウナギの放流を行っているということでした。

町でも何か協力できないかということでお話をしておりますが、ウナギの稚魚がキロ当たり１万円から２万

円と、非常に高価でそのときの相場によっても全然違うということでしたので、今後漁協と検討しながら、

ウナギの稚魚また鮎の稚魚放流についても検討していきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  川辺川の計画変更の件ですが、４月の１０日から行うということで、計

画変更の図面て言いますか、あれが１月か２月か、チラシ等でも入ってきましたし、それからまた時間がた

つわけですね、経って４月からということですが、何といいますか、何でその始めますて言ってから、今度

は国の状況ですから、いたしかたないとはいえ、今回、この計画変更の取得できないと、またあと数十年か

かるか分からないっちゅう状況の中で、今後進めないと、これが、なんかもう北部地区におければ、生殺し

状態そのような状態がまた続くのかと、ちょっと心配もしているところです。その国の職員さんに補助的に

町か、またその連絡協会、今言われましたが、何かちらって聞いたんですが、地元の農業委員さんもってい

う話も聞いてきたですたいね。知ってる人が回ることで、農家の同意が取れるんじゃないかということの中

で、やっぱり今、今度はですね、やっぱり何といいますか、万全の体制といいますかその同意が取れるよう

にですね、とれるような体制で、やらないとずるずるずるずる時間が経っていくばかりだろうと思うんです。

そしてまた、これをお願いしたいと思います。それから、鮎の件ですが、ちょっと鮎のほうは把握されてい

ないということで、聞いたところによれば、漁協から球磨川本流に放流されていることなんですよね、らし

いんです。私もしっかりと把握してませんが、それとそれでもなかなか取れないっていう中で、今カワウの

被害がとにかく酷いという話を聞いております。このカワウは有害鳥獣に入ってないわけですよね。そこら

辺ちょっとわかりませんが、有害鳥獣は林務のほうに入るわけですが、ちょっとそこら辺、カワウのことに

ついても、 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  今回、北部利水川辺川の利水事業ということで、それぞれの農家の皆様にはもう４

０年前後の長期にわたる、この計画の停滞、変更ということで迷惑かけております。ただ今、議員が言われ

ましたとおり、もうここに至って、これ以上ずるずるとこの状況を引き延ばすことは、これもできないとい

うことが、私たち構成６市町村長の決意であります。そういう中で時折集まって、事業進捗を確認し合って

いるわけですけど、確かに少しずつ交代してると日程が、そのことは大変これはもうしっかりと見ていかな

ければならない場面と私も思ってます。そういうことでこれ以上、日程が後退しないように私も構成町村の

１人でありますんで、しっかりとフォローしていきたいと思います。いろいろ市町村長の選挙等もあって、

そのことも含めて遅れた経緯がありますけども、言い訳はせずに、精一杯現在、今回の日程に近いところで、
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同意取得に向けて動くということは私からまず決意を述べさせていただきます。 

◎議長（山口 和幸君）  桑原主幹。 

●農業振興課主幹（桑原 雄一郎君）  先ほどの川辺川のその同意取得での強化ということで、御質問ですけ

ども、４月からの同意取得につきましては、川辺川の三つの事業のうち、農地造成それから区画整理の９６

名に対しまして、同意をまわろうと考えております。先ほども申しましたとおり、推進協議会の委員が１０

名おりますけれども、この１０名の中には造成団地で水を使っておられる畑灌組合の代表者が含まれており

ます。この代表者も、最初協議会の中では、なかなか難を示されておられたんですけども、最終的には、き

ちんと自分たちもするために、同意をまわると一緒にするというふうな決意を示されておりますもんですか

ら、こういうことから、積極的に今回は同意が３分の２以上取れるように御協力をいただいて、そして終息

に向かうように努力していきたいというふうに考えておるところであります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  吉武参事。 

●農業振興課参事（吉武 哲雄君）  カワウの対策についてですが、昨年林務の獣害担当と水産担当の私とあ

と関係する関係団体、漁協等が集まりまして、人吉の球磨地域振興局のほうで会議が行われたところです。

それについても、カワウについては球磨川流域かなり深刻な問題となっているというふうに聞いております。

今年獣害対策の計画が更新されるようなんですけども、それにもカワウの対策についても盛り込むというこ

とで話を聞いております。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  川辺川の件ですが、川辺川土地改良連絡協議会、正式名は、私が入って

るのは、昨年、川辺川土地改良連絡協議会のメンバーに指名されて入ってるわけですが、いまだかつて会合

があっておりません。ところがつい最近、４月４日にようやく連絡がきたわけですが、１番大事なこの同意

取得計画変更の取得をとらなければならないというこの時期に、一度も会合があってないこと自体が、私は

ちょっと理解できないとの思いもあります。このメンバーは、構成町村長それから農業委員会それから議会

等のメンバーであるわけですが、一つの町村で同意取れても、結局全体で構成町村で取れない限りは、これ

成立しないわけですから、６カ町村が一緒に心を一つに取り組むという体制がない限りは、ですから本当に

本気でやってるのか、もうなかなかいら立ちだけで、実は事務局のほうにも、何でできないのかということ

も、事務局ていうのは、川辺川事務所のほうですが、そう言ったことあっとですけど、それからもう数カ月

たって、今の状態でようやく連絡がきたという状況なんですよね。連絡協会の立場というのは、どういう立

場なんですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。町長が答えなったがよくはなかですか。構成町村長やろ。担当は答えにっか

もん、町長。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  連絡協議会の会合が少ないということでありますけど、これは県、国、関係町村、

合同でやっております。そういう中でやってて、確かに全体を通しての会議が少ないと、私もそうだと思っ

てます。今回、次の総会等も控えておりますけど、ここでの、この構成の６町村のこの協議会の会長、今回、

交替することになると思いますので、よりこれから、動きは見えてくる活発になるものと思ってますし、そ

のように、私からも話をしたいと思います。確かに御指摘のとおり、半年間は町が、会長職の方の選挙等も

あって、少し滞ったっていうのは否めないというに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに、皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  １０番皆越です。７６ページの前段で椎茸生産促進事業補助金が３１

万４,０００円て書いてありますけども、これは事業について、ちょっと御説明お願いしたいんですけど。 

◎議長（山口 和幸君）  椎茸は林業、皆越議員、建設林業課なので、後で。ほかに。ないですね、ありませ
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んか。次に、商工観光課分について質疑を行います。質疑ありませんか。ありませんか。いいですか、小出

議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  ８０ページの設計委託料の４５万円、トレーラーハウスのところのデッキの

ところに、雨の降った場合に、バーベキューができないということでキャンセルがあると、それに対応して

の設計委託料ということで、工事になるとまた何百万かかかると思いますが、私はこれに屋根をつけるより

も、もっと方法が、例えば、トレーラーハウスに引き出しまき取りつきのテントをつけるとかですたい、そ

ういったとでも対応できるんじゃないかと思いますが、その点。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課中神主幹。 

●商工観光課主幹（中神 啓介君）  トレーラーハウスへの屋根といいますか、デッキ部分の件についてなん

ですけれども、今回トレーラーハウスのほう以前購入させていただいて、トレラーハウスについてる簡易的

なテント、引き出すタイプのテントがあるんですけれども、それでお客様には雨の時とかはしていただいて

たこともありました。ただしその使い方もですけれどもすぐ壊れるといいますか、強い雨、風会については、

どうしてもお客様の利用に関する不便さが出てきたもんですから、今回このようなことを計上させていただ

いたところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  トレーラーハウスの近くに管理棟のところでも、バーベキューでくっですよ

ね。そういったのを、そういったいろいろ問い合わせの際に、そこでもできますとかすれば、改めて屋根つ

きのデッキまでしなくてもいいんじゃないかと私は思いますが。 

◎議長（山口 和幸君）  中神主幹。 

●商工観光課主幹（中神 啓介君）  確かにバーベキュー棟というのがございますので、そちらのほうの利用

もいただいております。ただ、トレーラーハウスの利用される方のみが、そこを使うわけではございません

でして、一般のほかのお客様もそこを予約して使ってるという状況で、大変お客様が重なったとき、御案内

をしてるんですけれども、難しい部分があります。お客様に関しては、トレーラーハウスの目の前でバーベ

キューをするというところが、一つのトレーラーハウスを借りた醍醐味というのも感じていらっしゃいます

ので、そういったところもあわせて、今後の利用促進につながればと考えているところです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君） いいですか、ほかに。市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  １番市岡です。８１ページの緑の街づくり事業についてお伺いします。１３

の委託料、花づくり管理作業委託料ということで、今１名の方をされているということなんですけれども、

町の中に花がたくさんあるというと、よその方もこの町すてきだなっていう感じを受けるかと思います。先

日私も宮崎のほうに行かしていただいたときに、県庁前にポピーの花が春の花やなと思いながら見てきたと

ころでした。あさぎり町に戻りましたら、ハボタンがまだ地味に植えてあるっていうところで、もちろん作

業には大変な労力と時間がかかるかと思いますけれども、こういったところでたくさんの花をつくっていた

だいて、町の１番中央になるシンボル的なところにも明るい花が咲ければと思いますけれども、そういった

考えはどのようにお考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  ただいま学校関係とかそれとか道路に花壇がありますが、そういったとこ

ろに花の提供は、こちらの緑の街づくり事業のほうで行っております。それと美化パートナーであったり、

地区の老人会が管理されている花壇についても、花の提供をさせていただいております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  今後、各老人会等々の要望で、例えば花を買いたいんですけどっていうこと
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であれば、その前の例えば種まきから指導も含めて、今後の皆さんの楽しみの一つにもしていただけるよう

な、そういった講習といいますか、それも含めたような考えは、この中でのお考えでございますか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  今の段階ではそういった花づくりに関する講習会等は開催しておりません

が、ただ要望等がありましたら、こちらから出向いてでも対応できるような、形ができれば、進めていきた

いと思います。今後の検討課題となりますが、よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  わかりました。一つですけどもちょっと場所にあるハウスの面積というのは、

例えば鉢で何万鉢位がつくれますとか、そういったような施設の許容数量というのは、ちょっと今のところ

では把握はございますか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  今の段階ではちょっと把握しておりませんが、ハウスいっぱい苗をつくっ

てという状況でもないので、フルに活用した場合に、何鉢分っていう数は把握しておりません。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに、難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番難波です。７８ページの負担金補助金及び交付金のところで、地域イ

ベント等補助金４１４万円ということで出ておりますが、先ほど説明を聞いてるときに、夏祭りそして菖蒲

まつりにはそれぞれ２００万ほど、それから冬のウィンターライトフェスティバル、それと七夕が合わせて

１５０万、これ聞き間違いではないと思うんですけれども、ウインターライトが毎年行かせていただいてお

りますが、とても寒い時期ということで、お客様あまり来ないんじゃないかなって思ってたんですけども、

割と若い方が多くてステージ発表が盛んに行われているということで、ＳＮＳでも１番このウィンターライ

トフェスティバルがアップされてると、私個人では思っております。それなのに、この拠出されてるお金が

ウィンターライトはちょっと少ないかなというふうに思いますので、その辺はどうなんでしょうか。商工青

壮年部の方が担当でやってるということをお聞きしておりますけれども、予算も少ないし、もうちょっと盛

大にといいますか、もうちょっと規模を大きくして開催すれば、若い人呼び込むことができるという声を聞

いておりますので、その辺の考えをお聞かせください。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  地域イベント等補助金につきましては、昨年夏祭りにつきましては、ぎゃ

んぎゃんわっさいという形で、若い人たちが実行委員となって開催されておりますが、そちらのほうに２０

０万、そして菖蒲まつりに６４万円、そしてウインターライトフェスティバル、七夕祭りっていう、これが

商工会主催商工青年部がウインターライトフェスティバルやってますが、七夕ほおずき祭りっていうのは、

青色申告会、というところが実行委員で開催されております。ここに１５０万という形で金額的には昨年と

余り変わらないところなんですが、昨年はここに夜市が入っておりました。夜市を含めて２００万というふ

うになってたんですが、昨年の夏祭りと夜市の期間が２週間ぐらいしか空いてなくて、ちょっと時期的にも

見直してもらえないでしょうかということで、商工会のほうに協議をさせていただきまして、夜市と夏祭り

をひっつけてやってしまおうということで、お話をいただいております。ウィンターライトフェスティバル

につきましては、確かに冬場ということで寒い時期ですので、来場者が少ないというのはもう仕方ないこと

なんですが、いろいろイルミネーションに設備費のほうにお金がかかるということで、そちらのほう重点的

にこの補助金を活用されているようであります。今の段階では予算が不足してるという状況も見られません

ので、今後もうちょっと盛大にということで、実行委員のほうから提案がありましたら、課のほうでも検討

していきたいと思います。以上です。 
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◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  今、本当ＳＮＳ発信での人が集まるていうのは、すごく貴重なことだと私

思っておりますし、若い方はすぐにきれいなものとか、楽しいことっていうのを発信してくれますので、ぜ

ひそちらのほうも実行委員の方との協議もなさって町の盛り上がりというのを、これからもつくっていただ

ければと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  ちょっと説明が間違ってたかもしれませんが、先ほどウィンターライトフ

ェスティバルと七夕まりで１５０万昨年までこれに夜市が入ってまして、夜市の割合のほうが大きくて、実

際はウィンターフェスティバルのほうに、本年は増額になったような形になっております。ですから、ウィ

ンターライトフェスティバルに約５０万ほど増額というふうに形にはなるかと思います。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか、ほかに。いいですか。それでは次に、建設林業課分について質疑を行

います。皆越議員、よろしいですか。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  失礼しました、７６ページのシイタケ生産促進事業補助金ですけども、

これちょっと御説明お願いしたいんですけど。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  椎茸生産促進事業の補助金についてですけれども、これについては、シ

イタケ等きのこ類の販売の促進を目的につくった補助事業になっております。全て町の単独事業となってお

ります。今のところ、これの申請の要件といいますところは、外に自家生産で自家消費だけではなくて、物

産館等でも結構なんですけれども、そういったところに販売をされている方というところで対象としており

ます。今のところ、この購入金額から補助事業とほかの補助事業を活用した場合は、その額を引いて引いた

残りの半額の助成のほうを行っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん）  私は町有林の中に、シイタケ原木がありまして、それを販売して売る

という方法かなと思いましたので、今原木ば売られておりますよね。町のほうで、切って。その方たちに補

助金を出せるのかなという考えをいたしましたので。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  今、町有林からクヌギの払い下げ等をされる方については、販売、自家

生産関係なく、クヌギを持っていらっしゃらない方、必要な方っていうことであれば、払い下げのほうはや

っております。今のところ立木で価格等を出して、その金額でいいかどうかというところで払い下げしてお

ります関係で、これはあくまでも時価設置消費の方も対象として払い下げもしますので、その分とこの補助

事業とは全く別個に考えていただければというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  皆越議員。 

○議員（１０番 皆越 てる子さん） わかりました。これは昨年度のタケノコ生産支援事業補助金というの

は、もうなくなったというようなことでいいんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  これは平成２８年度、今年度の補正で減額をしておるんですけれども、

今これまで実施をされていたところの団体が、今年度やらないと、来年も計画がないということでございま

したので、今のところ、そのタケノコの生産といいますか、竹林整備等を計画される団体の方が、これに乗

る方がいらっしゃれば、こういった事業も、またやりたいと思いますけれども、今のところない関係で、今

のところは事業としては、今回の予算には計上しておりません。以上です。 
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◎議長（山口 和幸君）  ほかに、市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  １番市岡です。７７ページ、目６の鳥獣被害防止事業費の中で、負担金及び

交付金ということで、５区除隊がありますということで各１０万円、この駆除隊の構成を教えていただきま

すか。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  ５つの駆除隊というふうな説明をしましたけれども、現在、上、岡原、

須恵、深田、免田の旧５カ町村単位での駆除隊のほうを編成をしております。今、すいませんこれは捕獲隊

ごとの人数ではございませんが、現在５８名の駆除隊の方が今活動をされているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  構成人数ということで、詳しく各５校区といいますか、町村の人数がわかれ

ばって思ったんですけれども、ここで今猟師の方の、ここに駆除に参加している方、例えば現場でもっとほ

しいとか、人数が、そういうような意見とかっていうのがございますか。班の構成で２、３人じゃちょっと

少ないとか、本当はもっと参加してもらって持ってる方は猟師の免許を持ってる方に入ってほしいとかって

いう要望等の件についてです。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  やはり隊員が減少しているというところは、今のところ非常に事実であ

りまして、非常に隊員数、捕獲の体制をつくる、特に猟銃での捕獲に対しては人数が非常に必要であるとい

うことでありますので、人数を増やすふえる方法というのはないものだろうかっていうのは、非常にその隊

員だけではなくて、町としても非常に考えているところではございます。今そう言ったことを、今後もまた

隊員数を増やしていくには今どうしたらいいのかというのは、特に隊長さんとかと担当は、今いろいろと意

見交換をする機会もありますので、そういったところで、対策等も考えていきながら、声もあるのは事実で

ございますので、それを何とか施策に反映させながら、やっていきたいというふうに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  一応現状というのが、そういった形で少ないのであれば、いろんな方に過去

にちょっと私もお話の中で、過去に猟をされてましたと、何年間か空けてたっていうことで、復帰されたん

ですけども、隊員の中に入れる規定が３年間ぐらい入れないとかっていうような話も聞いております。でき

ればこういったところも、経験を積まれてる方も安全性も含めて、積まれてる方の、また復帰のやりやすい

環境といいますか、そういったところをもう一度精査していただければと思います。この件に関しては毎年

イタチごっこといいますか、鹿も年に１回２回は産みますので、どうしても頭数が減らないとかっていう対

象と、あと農家に対しても甚大な被害を、毎年ちょっと被害のケースが大きくなっているというのも目に見

えてますので、そういったところも考慮してお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  ありがとうございます。捕獲の先ほどのちょっと猟を離れていて、また

戻ってきたら、またちょっと経験年数がないとできないということでございましたけど、これは県の有害鳥

獣の捕獲の規定に過去５年間猟銃については過去５年間で、３年の狩猟の経験そして罠については過去５年

間で１年以上の狩猟の経験を持っておくことが必要であるということになっております。やはり猟銃につい

て３年というふうになりますので、５年以上離れている場合だと、そうでいうところで部分はあると思いま

す。ただ県のほうから言われるのは、今この３年とか１年っていうのも結構緩和している状況であると。い

うことなんですよ。そういうことから、県としてもそういうことやってるんだけどみたいなことはあるので、

そこはまた引き続き、こういう現状もかんがみながら、県とのほうもとも話し合いを進めていきたいと思い
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ます。ありがとうございます。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかに、難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  ２番です。７５ページの緑の少年団補助金のところで１２万円ということ

で書いてあります。工区が上小、岡原、須恵と３つの工区だけが、その緑の少年団があるということだった

んですが、団員の構成人数そしてなぜ免田と深田にないのか、具体的な活動はどんなことしてるのかという

ことをお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  今、先ほど議員さんからおっしゃられたとおりですけども、３つの緑の

少年団、構成がありますが、すいませんちょっと人数と活動の内容については今、資料を持ち合わせはあり

ませんでしたので、後ほどまた資料等を準備して御報告させていただきたいと思いますが、よろしいですか。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  これは教育のほうにもつながっていくことだと思います。特に愛林愛郷の

精神で、あさぎり町の子供たちには育ってほしいと思いますので、できればたくさんの団員が増えて、そし

て画期的な活動ができていればいいなということでお尋ねをいたしましたので、後ほどまたよろしくお願い

いたします。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  ほかに、溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  ７５ページに町有林の管理業務を森林組合に委託して、去年からですかね、

ありますが、委託してどのように変わりましたですか。多分に作業の日報や森林組合からの作業の確認等は

されておられるでしょうし、また報告を受けておられるだろうと思いますが、委託した結果、結果といいま

すか、どのようないい方向に向かっているのか、あるいは全く変わらないのか、その辺の評価をお伺いした

いと思います。それとあわせて、今年度の町有林と財産区の施行内容、林班も含めてもう少し詳しく資料の

提出を最終日でも構いませんのでお願いしたいと思います。それと道路維持費についてお尋ねいたしますが、

平成２５年に路面の性状調査をされておられます。私も初めて見させていただきましたが、路線ごとに４色

で分けてありました。赤路線が非常に多くて、赤の色は早急に修繕が必要だという評価です。あとはそれぞ

れに補修が必要だったり、あるいはもう少し観察しよう、そういう図面でしたが、今回３年間の実施計画が

出されました。これを見てみますと少しわかりません。詳細が全くわかりませんので、今年度３カ年ぐらい

のこの道路補修あるいは改良等の計画図面を地図に落としたやつ、毎年いただくんですけれども、今年は出

ておりませんが、ぜひ資料提出をお願いしたいと思います。またあわせて道路補修の場合は、これはもう下

水道課も後になるかちょっとわかりませんが、地域住民の皆さんからは例えば下水道ももう１０年も前にや

ったのだけれども、全く舗装の打ちかえもしてくれないと、そういう意見をいっぱい聞きます。ですから路

線ごとに、その順番づけが多分なされているんでしょうから、その資料を少し提出いただけませんか。３年

分予算も当然ここに上げられておりますんで、わかっておられると思いますので、よろしくお願いいたしま

す。それと岡留公園、実は今回幸福駅周辺の整備がなされるわけですが、岡留公園の遊具の充実といいます

か、これは私はできる範囲でお願いしたいなと思うのは、小さい子供たちを持ってる親さんたちが言われる

のは、あさぎり町で小さい子供たちを連れて遊びに行くところがないって言われるんです。ですから湯前に

行ったり人吉に行ったり遊ばせて帰ってくると。ですからもう少しあそこを観光目的でされたり、人が集ま

るようにされるんであるならば、もう少し公園の整備も含めて、遊具の充実ができないものなのかなという

ふうに思いますけれども、どのようにお考えですか。 

◎議長（山口 和幸君）  資料提出は、資料提出で、分けてきちっと答えて。大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  まず町有林の管理業務委託についてですが、現在２年目の委託になって
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いるところでございます。また昨年度から始まって、なかなか昨年度とかは、非常にまだ町の直接の業務で

していたところでありましたけれども、今これまでの例えば大きく変わったところは、自前の機械等とか車

での巡視等もありまして、各個人で個別に巡回等をしたりとか、林班界の切り分けとか、そういったところ

も、積極的にしていただいているというふうに考えております。なかなか林道とかが非常に作業として多か

ったイメージはありますけれども、今はそういう切り分け等々での業務報告等も上がってきておりますし、

そういったところでは、意識としてはもう少し、元来の町有林、財産区も入りますけれども、そういったと

ころの管理の業務というところも、非常にわかってきていただけているのかなと、その部分は、私もその業

務委託したところのいい点ではないかというふうに考えております。そして資料に造林事業の資料について

は、また後ほど資料として提出させていただきます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課荒川主幹。 

●建設林業課主幹（荒川 誠一君）  舗装の補修の件ですけれども、こちらのほうは交付金事業としまして、

県のほうにも５年間の計画を出しております。そちらのほうで図面を作成して後日提出したいと思います。

以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  路面性状調査の件については、ただいま若干触れましたけれども、今後

その３カ年の補修計画ですかね、そこらあたりにつきましては、今回の会議の冒頭に実施計画提出は今年度

版といいますかね、を出してあると思います。ですから一応３年間というのは、毎年毎年見直しながら作っ

ていくわけなんですけども、もう３年後の計画の妥当性といいますか正確性というのが確約ができんもんで

すから、来年度、近い将来については現在もですけれども、地区からの要望であり、あるいはいろんなとこ

ろからの通報等、それから実際に危険にさらされた場合の路線、そういうのが上がってまいりますので、例

えば優先順位をつけても、順番が変わる場合が多々あります。そういうことで３年間の実施計画を出せと言

われても、なかなか難しい面がございますので、この件については、今回も出してございます実施計画で一

応見直したものを毎年の積み重ねでローリングしてまいりますので、そこらあたりで御判断をいただきたい

と、現時点でのですね、御判断をいただきたいと思います。冒頭申されたように性状調査図面の中に、はっ

きりこれはもう全路線車を走らせて簡易の検査ではございますけれども、赤の危ないから黄色青ということ

で、判定が出ておりますので、この重要な赤い部分を中心に、特に主要道路を中心に道路補修計画を立てて

おるわけでございますので、そういうところでプラスの緊急度合いが発生した場合には、そこを優先でせざ

るを得ないというような状況でございます。それから岡留公園の遊具の充足の件でございますけれども、現

在のところ新規に近々大型遊具を導入するというような計画はあってはございませんけれども、２８年度、

今年度につきましても、定期点検におきまして指摘を受けましたカ所も含めて、かなり大規模な補修はやっ

ておるところでございます。利用者のニーズというのは確かにおっしゃられたように、よそと比べてという

ことでございましょうけども、現在ある中での岡留公園の良さって言いますか、らしさで来ていただく方々

もいらっしゃるわけでございますので、現在のところ新しい遊具の導入はございませんけども、今ある中で

の安全な遊具を、今後とも現在のところを提供していきたいというふうに考えております。 

◎議長（山口 和幸君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  作業班のことですけれども、今ちょうど時期的に冬は猟師さんが山に行か

れる機会が非常に多いんで、作業道や林道を通って行かれます。その方々の話を聞くと、非常に手入れが行

き届いてないっていう話をよく聞きます。ですからもう少し作業員さんは、ころころ代わってはまた困るん

で、ある程度定着していただいて、路線等も熟知してもらわにゃいけませんが、そういったことで、もう少

し重点的な道路整備等はやっていただきたいなという、そういう意見を聞くと、昔はほんとによく手入れし
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てあったとばってんということですんで、これは上地区あたりは非常に山に投資してましたから、そういう

ことを言われるんでしょうけれども、もう少しですから山に対する投資は私はしてもいただいてもいいんじ

ゃないかなというふうに考えております。もう１件は道路補修の問題ですけれども、緊急突発的なものは別

として、１年１年計画がなされているはずですよね。それで例えば今回１０本だったら、たとえ途中で国か

らの補助金が出てきたとそうすると増えるわけですね、路線が。ですからそういう増えるということは、次

年度の部分の１番緊急度の高いところを今度は優先的にしていくというような形になるんだろうと私は思い

ます。多分にそちらのほうは、もうそういう緊急度の高いのはもう全部ちょっとチェックされておられると

思うんで、これが計画ができないというのは、ちょっとおかしいかなというふうに思うわけですね、例えば

途中で地域の人たちやら区長さんたちが、印鑑押して要望したりすればそれが緊急度が上がるんだったら、

そうであるならば、これはまたみんながそういう形になっていくんで、しっかりと説明つくような私は事業

をやっていただきたいなというふうにも思いますし、なおかつ、そういう計画が来年度、さ来年度ぐらいま

でできれば、地域の方々に、こういう計画になっておりますよということの説明は、しっかりとできるんで

すけれども、要望があっても、町にはもうずっと前から要望してるんだけど、全く計画がないという話があ

りますからね。ですからその辺を答えてあげるがためには、計画があっとたほうが、私はいいんじゃないの

かなというふうに思うもんですから、再度お尋ねしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  道路補修計画につきまして、先ほども申しましたように、実施計画３年

版、そこらあたりで逐次登載をさせていただきたいと思いますので、当然おっしゃられたように、予算のつ

き具合あるいは入札残等で事業費がある路線によっては大方入札残が出ますので、そこらあたりの対応とい

たしましては、翌年度以降のやつを引き寄せてというのも十分現在もやっているところでございまして、そ

うすることによりまして、２年後３年後にするであろう予定しておったカ所も早まってくるというようなこ

とになろうかと思います。ということで、その計画につきましては、あくまでも総合計画の中の実施計画の

ほうでお示しをさせていただきたいというふうに思います。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。ほかにまだありますか。ないですか。いいですか。最後に本日分の一

般会計全般について質疑はありませんか。ありませんね。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  上下水道はなかでしょう。 

◎議長（山口 和幸君）  また後で、特別会計いきます。特別会計の分でよかですか。これは繰り出しが出た

けん、それで聞かれてもいいですけど、特別会計でもよかですけど。特別会計。ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 ２時３８分 

再開 午後 ２時４８分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。それでは本日分の一般会計全般について

質疑ありませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  上下水道のことで、６４ページのあんまり見られない出資ですかね、水

道費、投資及び出資金として９,４２７万５,０００円、水道事業特別会計につぎ込んでございますけど、こ

の場合の投資及び出資の場合、地方公共団体が財産の有効な管理の資産として、国債地方債鉄道再建、電子

電話債券等を取得し、あるいは公益上の必要性から会社の株を取得する際にする経費とありますけど、これ

は具体的にどういうふうに使途される目的なのかを伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  上下水道課船津課長補佐。 
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●上下道課課長補佐（船津 宏君）  船津です。公営企業会計に４月から移行しますので、企業会計のほうに

一般会計から繰り出しを行う場合には、公営企業法の定めに応じて、経費の負担区分というのがあります。

今回経費の負担区分により、補助、収支それから長期貸付それから負担金、その他の方法というのが定めら

れております。その中で補助については、特別な理由がある場合について、それから長期貸付については今

回の水道事業に関しては、貸付によるものは今、町としては考えておりません。それからその他の方法とい

うのは、土地建物等の無償貸付等が考えられますけれども、こちらによる負担を求める考えはありませんの

で、そのようなことから出資について出資金において、一般会計のほうから負担を求めるというふうな考え

方を持って、投資及び出資金の中の出資金として一般会計のほうから通常に考えられる補助金以外の部につ

いては、出資金として繰り入れるというふうな考え方を持ってここに計上しておるものです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ということは、公営企業でいう水道事業その自体に対しての出資という

ことで、例えばこの項目にあります公益性から、その会社の株を取得するなどに要する経費というふうにあ

りますけど、そういうふうにとらえていいのでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  船津課長補佐。 

●上下道課課長補佐（船津 宏君）  船津です。お答えいたします。今議員御指摘のような、証券とか株式と

かの取得というふうなイメージではなくて、建設改良費に伴う出資金というふうな考え方を持っております。

以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  では今後、資本的収入として、特別会計が繰入れる場合は、こういう出

資とか投資という項目で投入されて、補助金の場合は、収益的収入の事業外収入ということで繰り入れると

いうことに今からなっていくんですかね、恒常的に。今度会計か変わるがゆえに、こういう形態になったと

いうことで理解してよろしいんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  船津課長補佐。 

●上下道課課長補佐（船津 宏君）  はい、お答えします。これまで上水道事業は同じような経理を行ってお

ったんですけれども、かなり順調な経営をもって内部留保資金を充てることで、収支を保っておりましたけ

れども、今回４月から簡易水道事業を統合することによって、これまでの公債費等分について、それから今

後の水道事業の管路更新等に投資が必要となってまいりますので、その分について不足する分については、

今おっしゃられたような出資金のほうで対応いたしまして、維持管理に関する部分についての収益的収支の

経費負担区分で定められておる分については、一般会計からの補助金として、収益的収支のほうに充てると。

投資に関する不足分に関してはその分で出資金のほうで充てるというふうな考え方を持って進めていく考え

であります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  いいですか。特別会計で今度水道事業特別会計が議案第６２号でありますが、ここ

でも受け入れが、いわゆる収益的と資本的に分かれてきますので、そこでまた詳しく説明もらいましょうか

ね。ほかにありませんか。 

日程第２ 議案第６１号 

◎議長（山口 和幸君）  それでは、議案第６１号、平成２９年度あさぎり町上財産区特別会計予算について

を議題とし担当課からの説明を求めます。建設林業課松本課長補佐。 

●建設林業課課長補佐（松本 良一君）  松本です。平成２９年度上財産区特別会計予算書について御説明い

たします。１ページをお願いします。平成２９年度あさぎり町上財産区特別会計予算、平成２９年度あさぎ

り町の上財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額
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は、歳入歳出それぞれ１億１,０７１万９,０００円と定める。２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規

定による一時借入金の借り入れの最高額は５,０００万円と定める。ということです。６ページをお願いし

ます。歳入について御説明いたします。目１財産区手数料、これは財産区へ入山するときの手数料として、

１,０００円、存目予算として計上しております。目１県補助金、造林事業補助金につきましては、下刈り

事業、再造林事業、鳥獣害防止事業の補助金でございます。対象面積が２０.６８ヘクタール、鳥獣被害防

止事業につきましては、２,０００メートルとなっております。間伐等森林整備促進対策事業費補助金につ

きましては、ＴＰＰ対策事業として、昨年の９月議会の際にも計上させていただきましたけれども、利用間

伐事業に対する補助金でございます。対象面積は４０ヘクタールです。再造林事業、鳥獣害防止事業等の事

業量の減によりまして、前年度より３４９万４,０００円の減となっております。続きまして、目１財産貸

付収入、これは存目予算として１,０００円を計上しております。目２利子及び配当金、預金利子でござい

ますけれども、上財産区財政調整基金の預金利子でございます。それから、目１財産売払収入、利用間伐及

び全伐分の杉桧の販売見込み額を計上しております。利用間伐分が増加しておりますので、１８３万１,０

００円が増加する見込みとなっております。次に、目１基金繰入金、上財産区財政調整基金繰入金です。分

収林の買い上げにかかる費用としまして、１８件分、面積が３０.７８ヘクタール、３,１５９万９,０００

円を計上いたしております。それと、歳出との財源調整のために１,２８８万７,０００円、あわせまして４，

４４８万６,０００円を計上いたしております。次に７ページでございますけれども、目１繰越金、前年度

繰越金としまして、例年どおり１００万円を計上いたしております。目１雑入、これは存目予算として１,

０００円を計上いたしております。歳入合計としまして、１億１,０７１万９,０００円となっておりまして、

前年度と比較して３,１７０万５,０００円の増となっております。次８ページをお願いします。歳出です。

目１管理会費、これは上財産区に７名の委員さん、管理会の委員さんがいらっしゃいますけれども、報酬ほ

か、管理会の経費を計上したものでございます。次に、目２一般管理費、事務費等を計上したものでござい

ますけれども、節の２５積立金はですね、歳入で説明いたしました預金利子を財政調整基金へ積み立てるも

のでございます。節２７公課費は、消費税の納付額でございますけれども、１００万円を予定しております。

目１財産造成管理費、本年度の予算額が１億８６５万７,０００円で、前年度より３,２７１万７,０００円

の増となっています。これは、節１７の公有財産購入費で、分収林の買い上げ費用３,１５９万９,０００円

を計上しておりますので、このために増加したものです。その他、歳出の主なものとしましては、節１２役

務費の、組合手数料、市場手数料、これは素材生産に伴う手数料でございます。面積にして４５ヘクタール

分でございます。森林国営保険料は１６０ヘクタール分を計上いたしております。節１３委託料の造林委託

料はですね、下刈り、間伐、再造林、鳥獣被害防止施設の事業を行う経費でございます。合わせまして６１

ヘクタール分を計上しております。上財産区有林管理業務委託につきましては、平成２７年度から球磨中央

森林組合に委託しておりまして、町有林とですね、山林面積割で予算を計上しておりますけれども、財産区

分は４４.６％分となっております。管理作業につきましては、町有林と合わせまして９名の方で行ってい

ただいております。次に９ページですけれども、目１利子、これは一時借入金利子ですけれども、一時借入

金を借り入れたときに発生する利子分として計上いたしております。歳出合計が１億１,０７１万９,０００

円で３,１７９万５,０００円の増加となっております。次、１０ページでございますけれども、給与明細費、

これは管理会委員７名の報酬、それから共済費に関するものです。以上で上財産区特別会計予算書の説明を

終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。ありませ

んね。 



- 171 - 

日程第３ 議案第６２号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第３、議案第６２号、平成２９年度あさぎり町水道事業特別会計予算について

を議題とし、担当課からの説明を求めます。上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  平成２９年度あさぎり町水道事業特別会計予算の説明をさせていただきま

す。まず１ページの第２条から読み上げさせていただきます。業務の予定量、第２条、業務の予定量は次の

とおりとする。１月平均給水件数、事業所等を含む、５,４２４件、年間総給水量１９３万８５０立米、１

日平均給水量５,２９０立米、４主要な建設改良事業、配水管布設、布設替工事ほか、事業費９,５９０万円、

収益的収入及び支出、第３条収益的支出、収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。収入、第１款、水

道事業収益、３億９,９０９万５,０００円、支出、第１款水道事業費用、３億６,８６６万１,０００円、２

ページをお願いします。資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。

資本的収入額が資本的収入額に対し不足する額８,４５５万１,０００円は、過年度分損益勘定留保資金７,

７５０万８,０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７０４万３,０００円で補てんする

ものとする。収入、第１款資本的収入、１億８,３０５万５,０００円、支出、第１款資本的支出、２億６,

７６０万６,０００円、特例的収入及び支出、第４条の２、地方公営企業法施行令第４条第４項の規定によ

り、当該事業年度に属する債権及び債務として整理する未収金、未払金の金額は、それぞれ５５０万１,０

００円及び８６９万６,０００円である。企業債、第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償

還の方法は次のとおりと定める。起債の目的、上水道整備事業、限度額８,１９０万円、起債の方法、証書

借入または証券発行、利率、年３％以内、ただし利率見直し方式で借り入れる資金について、利率の見直し

を行った後においては、当該見直し後の利率、償還の方法、政府資金についてはその融資条件により、銀行

その他の場合にはその債権者と協議するところによる。ただし、財政の都合により据置期間及び償還期間期

限を短縮し、又は、繰上償還若しくは低利に借り換えすることができる。一時借入金、第６条一時借人金の

限度額は、４,０００万円と定める。議会の議決を得なければ流用することができない経費、第７条、次に

掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費

の金額に流用する場合は、議会の議決を得なければならない。（１）職員給与費５,５２９万６,０００円、

たな卸資産購入限度額、第８条、棚卸資産の購入限度額は、７００万円とする。詳細については、２５ペー

ジをお願いいたします。予算説明書の収益的収入及び支出の収入でございます。１目給水収益、これは平成

２８年度の上水道及び簡易水道の実績によりまして、水道料金を計上したものでございます。１５６万３８

立米の有収量を見込んでおります。次ページの２目他会計補助金及び、そのページの下のほうにあります、

７目資本費繰り入れ収益につきましては、繰入基準に基づきまして、繰り入れを受け入れるものでございま

す。他会計補助金のうち、消火栓修繕につきましては、消火栓の改修分、柳別府地区の２カ所分ですが、消

防費のほうから御負担いただくものでございます。４目長期前受金戻入につきましては、資産取得の際に受

け入れました、国費や一般会計からの補助金を資産の減価償却によりまして、収益化するものでございます。

２８ページをお願いします。支出でございます。１目の源水及び浄水費でございますが、浄水場維持管理に

伴います、経常的な経費でございまして、毎年必要なものを前年度実績によりまして計上したものでござい

ます。２９ページの２目配水及び給水費につきましては、配水給水にかかる経常経費を計上したものがほと

んどでございますが、節４の委託料で、説明の５番目にあります、上川北地区漏水調査業務、延長５４キロ

メートルを予定しておりますが、上川北地区の水道施設整備の際に切り離しを行いました水道管が民地から

迂回をしてつながっていたり、台帳には無い、不明管などが存在し、そのようなものが漏水していることが

考えられ、今回調査を行うものでございます。節６の修繕費の配水管等の修繕費は、漏水の修理等に充てる

ものでございます。給水設備の修繕につきましては、給水管メーター器までの漏水等の修理に充てるもので



- 172 - 

ございます。３０ページをお願いいたします。量水機の交換及び量水器交換に係る量水器につきましては、

８年ごとに量水器の交換を行っております。７４８ヵ所を今回更新する予定でございます。節７の材料費に

つきましては、施設維持管理用資材としまして、止水栓量水器ボックス等の購入費用でございます。３目の

受託工事費は存目予算でございます。４目の総係費、事業活動全般に係る一般管理費を計上しておりますが、

主なものとしましては、職員の給与等に係るもの、それと節７の旅費の普通旅費につきまして、水道技術管

理者資格取得講習会及び実務研修に参加するための旅費を４５万４４０円含んでおるものでございます。３

２ページをお願いいたします。節１７の委託料としまして、２番目の企業会計システム切りかえ費用とござ

いますが、会計システムの耐用年数の経過によりまして、今回整備をするものでございます。また、この会

計システムが今現在１台で動いているため、今度、簡易水道統合しておりますので、会計業務の作業に支障

が考えられますので、２台のクライアントサーバーで動けるように、システムの改修をお願いするところで

ございます。５目の業務費につきましては、節２の委託料の量水器検針業務及び水道施設管理業務委託で、

下水道の検針業務と業務案分によりまして、計上しております。次のページの６目減価償却費につきまして

は、有形無形固定資産の今年度の減価償却費を計上したものでございます。７目の資産減耗費につきまして

は、水道の更新事業によりまして、更新される施設の償却残を計上するものでございます。減価償却費、資

産減耗費ともに、実際に現金が動くものではございません。次の１目支払い利息及び企業債取扱諸費につき

ましては、企業債の利息でございますが、公営企業債償還利息につきましては、上水道分、長期債利息につ

きましては、簡易水道事業債分でございます。２目の消費税及び地方消費税につきましては、２９年度の収

支見込みによりまして、消費税納付額を計上しております。３４ページをお願いいたします。３目その他特

別損失でございますが、これは、簡易水道特別会計で支出をしておりました職員の平成２９年６月支給の賞

与や法定福利費分を、前年に引当金として計上しておりませんでしたので、今回、特別損失として計上した

ものでございます。続きまして、資本的収入及び支出の収入で３５ページでございます。１目企業債、水道

施設更新事業に伴う公営企業債でございます。その下の出資金につきましては、一般会計からの出資金でご

ざいます。主に簡易水道事業債の償還や、建設事業費に充てることになっております。次の工事負担金につ

きましては、消火栓工事負担金としまして、水道施設更新工事に伴いまして、設置する８カ所、麓地区の１

カ所分の負担金でございます。３６ページをお願いいたします。支出でございます。１目配水設備整備費、

これの主なものとしましては、建設工事を担当する職員の給与費、それと節６の工事費で、布設替等工事

（緊急時）とありますのは、配水管の移設や水量不足の解消のための配水管の布設替え等に充てるものでご

ざいます。次の水道施設更新工事では、免田中央通り線ほか、２カ所、２路線の計１,６５０メーターの水

道管の布設替工事と消火栓の９カ所の工事を計上したものでございます。水道施設更新事業に伴う給水工事

は、水道施設の更新工事カ所の給水工事でございます。節７の委託料につきましては、水道施設更新事業測

量設計につきましては、当年度施工分と、次年度以降に施工する分含め４カ所の２,６４０メーターの測量

設計の委託でございます。その下は水道施設更新事業に伴う給水工事の測量設計業務でございます。次の２

目営業設備費、量水器の購入費、新設のための、量水器の購入費を計上しております。３７ページをお願い

いたします。１目企業債償還金、企業債の償還金の元金でございます。簡易水道事業債が１億５,３４５万

８,０００円、水道事業債が４６２万８,０００円でございます。収支につきましては以上でございます。次

の３８ページに地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込み

に関する調書を載せてあります。当該年度末の現在高見込み額は、上水道企業債が２億３,３９８万５,００

０円、簡易水道事業債が１８億２,８５３万４,０００円となる見込みでございます。３９ページから４０ペ

ージにつきましては、水道事業と簡易水道事業を統合した際の予定開始貸借対照表でございます。ページを

戻っていただきまして、９ページをお願いいたします。キャッシュフロー計算書でございます。１０ページ
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にありますように、２９年度末で、資金増加額４,１６２万５,０００円、資金期末残高３億２,２２７万７,

０００円となる見込みでございます。次の１１ページから１６ページにつきましては、給与費の明細関係に

ついて載せてあります。１７ページをお願いします。債務負担行為に関する調書でございます。量水器検針

業務及び水道施設管理業務委託につきまして、２８年度で債務負担行為を起こしておりますので、その調書

でございます。次の１８ページ、１９ページにつきましては、平成２９年度のあさぎり町水道事業の予定貸

借対照表でございます。資産合計、負債資本合計ともに４６億３,４９０万６,３３２円の見込みでございま

す。次のページ、２０ページから２１ページにかけましては、注記として重要な会計方針、予定貸借対照表

等に関する注記について載せてございます。２２ページは、予定損益計算書でございます。当年度末未処分

利益剰余金は、１,１７９万６,０００円を見込んでおります。次ページ２３ページから２４ページにかけま

しては、現在の水道事業の予定貸借対照表で、平成２９年３月３１日現在での予定でございます。今回の予

算につきましては、水道事業と簡易水道事業の統合によりまして、各費目で簡易水道事業分を加えたために、

前年度との比較が、ほとんどの費目で増額となっているところでございます。説明は以上でございます。よ

ろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。ありませ

んか。 

日程第４ 議案第６３号 

◎議長（山口 和幸君）  日程第４、議案第６３号、平成２９年度あさぎり町下水道事業特別会計予算につい

てを議題とし担当課からの説明を求めます。上下水道課長。 

●上下水道課長（深水 光伸君）  平成２９年度あさぎり町下水道事業特別会計予算について説明をさせてい

ただきます。第１条第２項から読み上げさせていただきます。２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区

分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。地方債、第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により

起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表地方債によ

る。一時借入金、第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は

４億円とすると定める。歳出予算の流用、第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。各項に計上した給料、職

員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く）にかかる予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。それでは、詳細について６ページをお開きください。歳入からでござい

ます。失礼しました。４ページをお願いします。第２表の地方債でございます。起債の目的、平成２９年度

下水道事業、建設債、限度額３,６８０万円、資本費平準化債、限度額１億９,７１０万円、計２億３,３９

０万円、起債の方法、借入先、財務省、地方公共団体、金融機構、会社その他、借入方法、証書借入、利率、

償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。６ページをお願い致します。歳入でございます。

目１下水道事業分担金でございますが、現年度分につきましては、平成２８年度以前分に新築等の一括納付

１５件分を加えた額で計上しております。下の項２負担金、目１下水道事業負担金につきましては、錦町か

らの汚水流入分の処理費用として受け入れるものでございます。次の款の２使用料及び手数料の目１下水道

使用料につきましては、新規接続分の２.５％増、前年度の予算より２.５％の増を見込んでおります。目２

簡易排水使用料につきましては、実績により計上しております。７ページをお願いいたします。２段目の目

１下水道事業国庫補助金は、ストックマネージメント基本計画策定業務委託に係る補助８００万円と、今年

度から新たに受けることとなりました、排水設備助成金３００万円でございます。今年度から舗装復旧の補

助が受けられなくなったため、５００万円の減額となっております。次の下水道事業一般会計繰入金につき

ましては、下水道事業費の歳入の不足分として、一般会計から繰り入れをお願いするものでございます。主



- 174 - 

に起債の償還に充てるものでございます。次の簡易排水事業一般会計繰入金も、簡易排水事業の歳入の不足

分として、一般会計から繰り入れをお願いするものでございます。８ページをお願いいたします。目１下水

道事業債、下水道事業の補助残分の借入金として、下水道事業債、失礼しました、下水道事業債の分は下水

道事業の補助残分の借り入れでございます。次の資本費平準化債は、起債の償還の財源となるものでござい

ます。公営企業会計移行業務及び平準化債借入額の増により、増額となっております。次の利子及び配当金

につきましては、減債基金の利子を計上しております。９ページをお願いいたします。歳出でございます。

目１の下水道費、総務費でございますが、主なものとしましては、節１３委託料の下水道事業企業会計移行

業務委託、現在まで整備しました、下水道資産の調査を行うものでございます。財源を下水道事業債で行い、

交付税の算定基礎に算入されることとなっております。節１９負担金補助及び交付金の説明欄、１番下にご

ざいます、配水設備設置助成金は、下水道への接続見込み３９件分の助成金として計上したものでございま

す。節２７の公課費は、消費税の平成２９年度中納入見込み額を計上しております。目２の下水道維持費に

つきましては、主なものは職員の人件費と、通常の維持管理がほとんどでございますが、その中で節１１需

用費の修繕料は汚水ポンプ取りかえ１００万円、舗装等の修理１５０万円、メーターの交換１２０カ所、７

２万７,０００円、その他の修繕１６３万４,０００円の支出を予定しております。節１９の負担金及び交付

金の説明欄１番目の流域下水道維持管理負担金として、平成２９年度計画水量１１７万９,１９１立米と、

平成２８年度分精算見込み水量、６万６,５１８立米の処理費用、１億１,３７５万９,０００円と、資本費

負担分２,６６１万１,０００円の、合計１億４,０３７万円でございます。目３の簡易排水維持費は、通常

の維持管理に要する経費でございます。目４の下水道建設費は、主なものとして、職員の人件費と、次のペ

ージの節１３委託料として、測量設計委託料は単独工事に伴う測量設計の委託料で、ストックマネジメント

計画策定業務委託料は、下水道管路施設長寿命化のための、施設のリスクを評価し、点検や施設更新の計画

をするものでございます。２分の１の国庫補助により、実施するものでございます。節１５工事請負費は、

下水道汚水管を敷設した箇所を単独の起債工事によりまして、約２,０００平米の舗装の本復旧工事と、新

規造成地への汚水管の敷設や、公共枡設置のための工事費でございます。節１９負担金補助及び交付金につ

きましては、流域下水道建設負担金で球磨川浄化センターの脱水機の増設、電気設備や機械設備の改築更新

工事、幹線管渠耐震対策工事、ストックマネジメント計画策定委託を実施される予定で、その辺のあさぎり

町の負担分でございます。目５の基金費は、減債基金の利子分を基金として積み立てるものでございます。

次の段の目１元金は下水道事業分４,５４５万６,０００円と、簡易排水事業分８５万３,０００円でござい

ます。目２の利子は、長期債利子の下水道事業債分８,３０７万８,０００円と、簡易排水事業分２０万３,

０００円でございます。一時借入金の利子は５０万円を見込んでおります。１２ページ以降につきまして給

与費明細を載せてございます。１９ページをお願いします。債務負担行為で翌年度以降に渡るものについて

の前年度末までの支出額または、支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書でございま

す。量水器検針業務委託料に関するものでございます。次の２０ページをお願いいたします。地方債の前々

年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書でございます。

下水道事業債の建設債が３７億９,０５７万５,０００円、平準化債が１６億６,５４４万円、計の５４億５,

６０１万５,０００円、簡易排水施設事業債が９５２万９,０００円となる見込みでございます。説明は以上

でございます。よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。ないです

ね。追加答弁、はい、建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  すいません、一般会計のところで難波議員からの御質問を答弁保留して

おりました分、データを取り寄せてましたので報告をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い
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いたします。 

◎議長（山口 和幸君）  大門参事。 

●建設林業課参事（大門 輝樹君）  それでは、先ほどの難波議員の御質問に対しては、答弁させていただき

たいと思います。こちらのほうに資料としてございましたのが、平成２７年度の実績というところになって

おりまして、その部分で御説明させていただければと思っております。上小学校につきましては、５年生の

学年行事というところの一部として、この緑の少年団の活動を行っているようでございまして、２７年度は

緑の少年団交流集会に２回ほど参加をされておられます。岡原小については、４年生の学年行事の一つ一環

ということでされておりまして、花いっぱい運動や除草作業、そして交流集会の参加のほうをされておられ

ます。そして須恵小学校については、こちらは私の記載じゃ、もう基本的に全学年が対象にはなってくると

思いますが、こちらのほうが、昨年２７年度が白髪岳の登山とか、花いっぱい運動のほうをされておられま

す。すいません、人数が抜けておりました。このときの活動の１番多い人数しかちょっとわからなかったん

ですけれども、上小学校の緑の少年団が４７名、岡原小学校の緑の少年団が２３名、そして須恵小学校の緑

の少年団が２７名です。そして、あと２校についてのない理由についてですが、まず町としては、過去何度

か緑の少年団についてのつくりませんかというようなことは何度かしてきたところでもございますけれども、

まず合併してすぐに作ったのが、上小と岡原小が合併後すぐに組織をされておられます。私の記憶ですけれ

ども、２年程度前に須恵小学校ができたということです。そういうことで、なかなかその先生、今さっきも

あった各学年行事の一環というところもありまして、そういったところでの、すみ分け等でどうなのかって

いうところでの、ほかの２校ができない理由もあるのかもしれませんけれども、今のところ私、今のところ、

まず結成については、先生方にお任せしている状況でもあったということもありますので、いま一度、先ほ

どの愛林愛郷精神ではないですけれども、こちらも山が多くあるところでございますので、いま一度、緑の

少年団結成については、働きかけのほうはしていきたいというふうに思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  ほかにございませんか。以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会

します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後３時４７分  散 会 

 


